
市報

忘れない、十西の思い出
　３月14日、十文字西中学校の閉校式典が行

われました。この地域に育ち中学校で過ごし

た思い出を胸に、生徒全員で『ふるさと』を

合唱。46年の歴史と伝統を振り返るとともに、

親しんだ学び舎に別れを告げました。

（関連記事７ページ）
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市議会３月定例会　平成22年度施政方針

地域にある〝資源〟に磨きをかけ、世界に向けて
発信します

平
成
21
年
度
事
業
の
進
捗
状
況

平
成
21
年
度
事
業
の
進
捗
状
況

■
地
域
情
報
化
の
推
進

　

大
森
滝
ノ
下
・
小
山
地
区
と
大

森
武
道
地
区
の
移
動
通
信
用
鉄
塔

は
、
４
月
１
日
か
ら
供
用
開
始
し

ま
す
。
ほ
ぼ
市
内
全
域
で
携
帯
電

話
が
使
用
可
能
と
な
り
ま
す
。

■
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

　

住
民
同
士
の
助
け
合
い
や
支
え

合
い
を
推
進
し
、
住
み
な
れ
た
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
し
、
「
み
ん

な
が
主
役
！
み
ん
な
で
つ
く
る
人

に
や
さ
し
い
ま
ち
横
手
」
を
基
本

理
念
と
し
た
地
域
福
祉
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

■
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計

　
画（
後
期
計
画
）の
策
定

　

児
童
育
成
施
策
の
指
針
と
な
る

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画

は
、
平
成
22
年
度
か
ら
５
年
間
の

後
期
行
動
計
画
で
は
、
社
会
状
況

の
変
化
や
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
に
配

慮
し
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の

充
実
を
目
指
し
ま
す
。

■
地
域
支
援
事
業
の
実
績

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

は
、
１
月
末
で
40
団
体
、
８
９
０

人
が
受
講
し
、
地
域
の
中
で
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
を
見
守
り
、

支
援
し
て
い
く
輪
が
広
が
っ
た
と

考
え
て
い
ま
す
。

■
除
雪
事
業
の
状
況

　

今
年
度
は
暖
冬
の
見
込
み
で
し

た
が
、
12
月
中
旬
以
降
、
週
末
ご

と
に
降
雪
が
あ
り
、
２
月
15
日
現

在
、
各
地
域
局
の
早
朝
出
動
は
平

均
23
回
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
道
路
事
業

　

く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
事
業
で

は
、
折
橋
四
津
屋
線
の
折
橋
工
区

（
大
雄
）、
林
崎
下
藤
根
線（
平
鹿
）

な
ど
３
路
線
が
完
了
し
た
ほ
か
、

生
活
路
線
を
中
心
に
11
路
線
の
改

良
を
発
注
し
て
い
ま
す
。
平
成
18

年
度
か
ら
整
備
し
て
き
た
岩
野
目

橋（
山
内
）は
10
月
に
完
成
し
、
交

通
の
安
全
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

■
街
路
公
園
整
備
事
業

　

中
央
線
街
路
事
業
は
、
昨
年
７

月
に
事
業
採
択
さ
れ
、
測
量
設
計

と
用
地
確
認
を
実
施
し
ま
し
た
。

赤
坂
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
場
は
、
芝
の
養
生
を
終
え
、

管
理
棟
も
完
成
し
、
平
成
22
年
度

か
ら
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

新
た
な
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

新
た
な
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

新
た
な
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し
発
展
を
め
ざ
す

市議会３月定例会　平成22年度施政方針
　

横
手
市
議
会
３
月
定
例
会
が
３
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、
五
十
嵐
市
長
が
行
っ
た

平
成
22
年
度
の
施
政
方
針
の
中
か
ら
、
主
な
内
容
を
抜
粋
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

　

横
手
市
議
会
３
月
定
例
会
が
３
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で
の
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
に
あ
た
り
、
五
十
嵐
市
長
が
行
っ
た

平
成
22
年
度
の
施
政
方
針
の
中
か
ら
、
主
な
内
容
を
抜
粋
し
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す
）

グリーンスタジアムよこて隣接地に完成し
今春供用開始するグラウンドゴルフ場

　　

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済
雇
用

状
況
が
続
く
中
、
国
は
補
正
予
算

で
「
明
日
の
安
心
と
成
長
の
た
め

の
緊
急
経
済
対
策
」
を
実
施
し
、

過
去
最
大
規
模
と
な
っ
た
平
成
22

年
度
予
算
案
は
「
い
の
ち
を
守
る

予
算
」
と
名
付
け
ら
れ
、
切
れ
目

の
な
い
景
気
対
策
を
行
う
方
針
を

示
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
も
、
雇
用
と
景
気
対
策
は

重
要
課
題
で
あ
り
、
平
成
22
年
度

予
算
の
政
策
事
業
枠
の
中
に
「
経

済
対
策
分
」
を
設
け
ま
し
た
。
ま

た
、
自
治
区
制
度
終
了
に
と
も
な

う
新
た
な
協
働
の
地
域
づ
く
り
が

ス
タ
ー
ト
す
る
年
で
あ
り
、
組
織

機
構
の
改
編
や
、
総
合
計
画
の
見

直
し
な
ど
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま

す
。
厳
し
い
社
会
情
勢
に
あ
っ
て

も
、
守
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
突

破
口
を
見
つ
け
前
に
進
も
う
と
す

る
工
夫
な
く
し
て
は
、
地
域
の
発

展
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
地
域
に
眠

る
資
源
を
市
民
の
皆
様
と
の
協
働

で
掘
り
起
こ
し
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
20
年
12
月
に
緊
急

雇
用
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、
雇

用
相
談
窓
口
の
設
置
、
市
内
中
小

企
業
や
農
家
向
け
の
緊
急
金
融
対

策
、
雇
用
創
出
事
業
な
ど
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
は

国
の
制
度
に
基
づ
く
緊
急
雇
用
創

出
臨
時
対
策
基
金
事
業
や
、
市
単

独
の
企
業
緊
急
雇
用
安
定
助
成
事

業
補
助
金
、
新
規
雇
用
奨
励
助
成

金
な
ど
で
雇
用
の
確
保
に
努
め
た

ほ
か
、
国
の
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
住
宅

用
太
陽
光
発
電
装
置
設
置
に
対
す

る
助
成
、
公
共
施
設
の
改
修
等
の

景
気
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
景
気
の
先
行
き
は

ま
だ
不
透
明
で
あ
り
、
平
成
22
年

度
も
景
気
回
復
に
効
果
的
な
事
業

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
事
業
の

拡
充
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
規
事
業
の
「
も
の
づ
く
り
創

造
支
援
事
業
」
で
は
、
経
営
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
活
用
や
、
新
技
術
・

新
製
品
の
創
出
に
要
す
る
費
用
の

助
成
に
よ
り
、
市
内
企
業
の
経
営

改
善
と
雇
用
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

緊
急
雇
用
対
策
の
継
続
で
１
０
３

人
の
雇
用
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

市
単
独
で
高
校
新
卒
者
１
０
人
程

度
を
非
常
勤
職
員
と
し
て
採
用
し

ま
す
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事

業
は
、
県
で
も
同
様
の
事
業
を
開

始
す
る
た
め
、
市
の
補
助
率
や
限

度
額
を
見
直
し
ま
す
。
県
内
大
学

と
の
連
携
な
ど
に
よ
り
様
々
な
ア

イ
デ
ア
を
検
討
し
、
市
の
景
気
回

復
に
つ
な
が
る
事
業
を
積
極
的
に

実
施
し
ま
す
。

■
元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り
事
業

　

平
成
20
年
度
に
各
地
域
で
策
定

し
た
「
地
域
づ
く
り
計
画
」
に
基

づ
く
「
元
気
の
出
る
地
域
づ
く
り

事
業
」
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
は

「
地
域
づ
く
り
協
議
会
」
に
引
き

継
い
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
の
予

算
枠
は
、
２
億
円
に
倍
増
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
当
初
予
算
で
そ

の
約
４
分
の
３
を
計
上
し
、
残
り

４
分
の
１
は
地
域
づ
く
り
協
議
会

の
検
討
結
果
を
受
け
て
、
補
正
予

算
で
対
応
し
ま
す
。

■
総
合
計
画
の
策
定

　

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ

る
「
横
手
市
総
合
計
画
ふ
る
さ
と

よ
こ
て
ス
ク
ラ
ム
プ
ラ
ン
」
は
、

前
期
基
本
計
画
が
平
成
22
年
度
ま

で
の
た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら
27

年
度
ま
で
の
後
期
計
画
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。
１
月
に
は
市
民

３
千
人
を
対
象
に
ま
ち
づ
く
り
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
公
募
に
よ
る
計
画
策

定
委
員
会
の
設
置
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
な
ど
も
実
施
し
、
民
意

を
反
映
さ
せ
た
、
わ
か
り
や
す
い

計
画
に
な
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

■
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

交
流
人
口
の
増
加
を
目
的
に
進

め
て
い
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
業
務
は
「
横
手
ら
し
さ
に
磨
き

を
か
け
、
世
界
に
発
信
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
域
に
眠
る
資
源
を
知
恵

と
行
動
で
磨
き
上
げ
、
時
代
に
合

っ
た
情
報
発
信
を
進
め
る
こ
と
で
、

ま
ち
の
魅
力
を
高
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度

は
、
Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
と
横
手

や
き
そ
ば
、
食
と
農
の
取
組
み
、

秋
田
大
学
横
手
分
校
の
開
設
、
出

前
か
ま
く
ら
の
海
外
進
出
等
の
観

光
物
産
交
流
の
取
り
組
み
に
関
わ

り
、
横
手
ら
し
さ
の
発
信
で
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
産
業
分
野
に
限
ら
ず
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
地
域
資
源
を
見

直
し
、
磨
き
上
げ
る
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

に
市
民
自
ら
が
率
先
し
て
取
り
組

む
姿
を
「
横
手
ス
タ
イ
ル
」
と
位

置
付
け
、
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

■
健
康
づ
く
り
推
進

　

が
ん
検
診
事
業
は
「
女
性
特
有

の
が
ん
検
診
推
進
事
業
」
を
継
続

し
、
特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導

と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
市
民
の

皆
様
か
ら
受
診
し
て
い
た
だ
く
よ

う
周
知
を
図
り
ま
す
。
母
子
保
健

事
業
は
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、

平
成
21
年
度
に
公
費
負
担
回
数
を

多
く
し
た
妊
婦
健
康
診
査
に
加
え
、

一
般
不
妊
治
療
費
の
助
成
を
実
施

し
ま
す
。

　

心
の
健
康
づ
く
り
と
自
殺
予
防

対
策
は
、
横
手
地
域
で
意
識
調
査

を
行
い
、
心
の
ス
ト
レ
ス
度
な
ど

の
実
態
把
握
と
、
自
殺
予
防
の
普

及
啓
発
に
努
め
る
ほ
か
、
地
域
自

殺
対
策
緊
急
強
化
事
業
に
よ
り
、

う
つ
病
に
関
す
る
情
報
提
供
、
地

域
で
の
支
え
あ
い
や
庁
内
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
構
築
等
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。
日
常
生
活
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
、
今
後
も
的
確
な
情
報

提
供
と
感
染
予
防
の
啓
発
に
努
め
、

医
師
会
等
関
係
機
関
の
協
力
を
得

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

■
健
康
の
駅
事
業

　

国
保
加
入
者
に
対
す
る
特
定
保

健
指
導
は
、
健
康
の
駅
の
指
導
員

が
地
域
に
出
向
き
運
動
実
践
指
導

の
支
援
を
し
て
い
ま
す
が
、
市
内

３
ヵ
所
の
「
健
康
の
駅
よ
こ
て
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
で
も
主

体
的
に
指
導
し
て
い
き
ま
す
。
生

活
習
慣
病
予
防
の
指
導
は
、
実
施

す
る
曜
日
や
時
間
帯
を
改
善
し
、

市
民
の
皆
様
が
健
康
で
安
心
し
て

働
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充

実
し
ま
す
。
市
内
約
１
０
０
ヵ
所

で
実
施
さ
れ
て
い
る
社
会
福
祉
協

議
会
の「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
」

と
の
連
携
を
強
化
し
、
膝
痛
や
腰

痛
を
持
つ
高
齢
者
の
不
安
解
消
の

た
め
、
引
き
続
き
「
健
康
の
駅
よ

こ
て
ら
く
ら
く
体
操
」
の
普
及
に

努
め
ま
す
。

■
ご
み
処
理
統
合
施
設
整
備
事
業

　

平
成
27
年
度
の
稼
動
を
予
定
し

て
い
る
ご
み
処
理
統
合
施
設
は
、

新
た
な
候
補
地
の
選
定
に
は
至
ら

ず
、
既
存
施
設
の
隣
接
地
を
拡
張

す
る
方
針
と
し
、
３
施
設
の
比
較

検
討
を
行
い
、
最
も
適
し
て
い
る

場
所
の
選
定
を
進
め
、
南
部
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー
の
隣
接
地
を
候
補

地
と
し
、
用
地
取
得
に
向
け
た
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
子
育
て
支
援

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
の
健
や
か
な
成
長
を
社
会
全
体

で
見
守
る
と
い
う
観
点
で
、
４
月

か
ら
「
子
ど
も
手
当
」
制
度
が
開

始
さ
れ
、
中
学
生
以
下
の
児
童
１

人
当
た
り
月
額
１
万
３
千
円
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

す
こ
や
か
子
育
て
支
援
事
業
に

よ
る
保
育
料
助
成
は
、
市
が
県
負

担
の
減
額
分
を
補
填
す
る
形
で
継

続
し
ま
す
。
学
童
保
育
は
、
利
用

児
童
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

４
月
に
朝
倉
小
学
校
区
に
専
用
施

設
を
開
所
し
、
黒
川
小
学
校
区
及

び
十
文
字
第
一
小
学
校
区
で
も
公

民
館
等
を
改
修
し
対
応
し
ま
す
。
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■
障
が
い
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　
の
整
備

　

障
害
者
支
援
施
設
大
和
更
生
園

に
入
所
し
て
い
る
軽
度
の
障
が
い

者
の
方
々
が
、
地
域
で
の
生
活
に

移
行
で
き
る
よ
う
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
を
整
備
し
、
４
月
に
は
最
初

の
ホ
ー
ム
で
５
人
の
方
が
生
活
を

始
め
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
２
棟

目
を
計
画
し
、
障
が
い
者
の
方
々

が
地
域
で
共
に
暮
ら
せ
る
社
会
を

目
指
し
、
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

■
農
業
振
興

　

地
域
農
業
の
担
い
手
で
あ
る
新

規
就
農
者
の
確
保
、
育
成
の
た
め
、

新
規
就
農
者
の
資
質
向
上
を
目
指

し
「
新
規
就
農
者
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

事
業
」
と
し
て
、
栽
培
技
術
の
向

上
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修
を
実

施
し
、
就
農
後
の
農
業
士
等
先
進

農
家
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
活
動
と
夢

プ
ラ
ン
事
業
導
入
者
へ
の
嵩
上
げ

補
助
を
行
い
ま
す
。

　

農
家
所
得
の
一
層
の
向
上
を
図

る
た
め
、
県
、
Ｊ
Ａ
、
農
家
、
専

門
家
に
よ
る
「
横
手
市
産
地
収
益

力
向
上
協
議
会
（
仮
称
）」を
組
織

し
、
①
実
験
農
場
で
試
作
研
究
し

た
作
物
を
導
入
し
て
複
合
経
営
を

行
っ
て
い
る
集
落
営
農
組
織
、
法

人
の
支
援
、
②
食
品
産
業
と
の
連

携
に
よ
る
農
産
物
の
加
工
、
販
売

を
行
う
組
織
の
育
成
、
③
直
売
、

加
工
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
機
能

を
併
せ
持
つ
高
機
能
直
売
所
の
整

備
な
ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面

の
事
業
を
検
討
し
ま
す
。

■
米
の
生
産
調
整

　

県
か
ら
配
分
さ
れ
た
生
産
目
標

数
量
は
１
，
４
８
９
ト
ン
（
率
に

し
て
２
・
５
％
）
の
減
量
で
、
こ

れ
を
受
け
て
、
転
作
目
標
面
積
を

５
，
７
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
配
分

率
は
36
・
35
％
で
取
り
組
む
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。
米
政
策
は
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
ま
す
が
、
新

た
に
実
施
さ
れ
る
米
所
得
補
償
モ

デ
ル
事
業
、
水
田
利
活
用
自
給
力

向
上
事
業
等
の
活
用
に
よ
り
、
引

き
続
き
農
家
の
経
営
安
定
と
戦
略

作
物
の
生
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

■
商
工
業
振
興

　

商
店
街
振
興
の
取
り
組
み
や
商

工
団
体
等
が
行
う
独
自
イ
ベ
ン
ト

に
、
賑
わ
い
を
創
出
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
支
援
し
、
地
域
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

　

工
業
振
興
は
、
緊
急
雇
用
・
経

済
対
策
の
一
環
と
し
て
、
新
技
術

の
創
出
等
に
対
す
る
市
独
自
の
施

策
を
実
施
し
、
地
元
企
業
の
経
営

基
盤
の
強
化
と
産
業
の
活
性
化
を

図
り
、
雇
用
の
維
持
や
創
出
に
つ

な
が
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

■
観
光
の
振
興

　

ご
当
地
グ
ル
メ
や
「
出
前
か
ま

く
ら
」
な
ど
、
横
手
の
特
徴
を
活

か
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
、
特

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た

情
報
発
信
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

引
き
続
き
、
県
と
連
携
し
て
海
外

の
旅
行
代
理
店
商
談
会
や
モ
ニ
タ

ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
韓
国
、
台

湾
、
香
港
な
ど
、
ア
ジ
ア
圏
域
か

ら
の
誘
客
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

■
横
手
駅
周
辺
地
区
の
整
備

　

横
手
駅
改
修
工
事
は
、
４
月
上

旬
に
仮
駅
舎
の
建
築
に
着
手
し
、

こ
れ
が
完
成
す
る
７
月
頃
か
ら
現

在
の
駅
舎
を
解
体
し
、
東
西
自
由

通
路
や
橋
上
駅
舎
を
建
築
す
る
予

定
で
す
。
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、

商
業
施
設
棟
と
公
共
公
益
施
設
棟

の
建
築
工
事
や
関
連
事
業
が
終
了

す
る
予
定
で
、
土
地
建
物
の
取
得

や
看
護
学
校
跡
地
の
駐
車
場
整
備

の
実
施
で
す
べ
て
の
事
業
が
終
了

し
ま
す
。

　

三
枚
橋
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
は
、
横
手
駅
西
口
駅
前
広
場
の

平
成
23
年
度
完
成
に
向
け
て
工
事

の
進
捗
を
図
り
、
引
き
続
き
地
権

者
と
の
交
渉
を
進
め
ま
す
。

■
水
道
事
業

　

緊
急
時
給
水
拠
点
確
保
事
業
に

よ
り
、
す
こ
や
か
横
手
、
市
立
大

森
病
院
、
老
健
お
お
も
り
、
白
寿

園
ま
で
の
配
水
管
の
耐
震
化
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
雄
物
川

中
央
か
ら
北
部
へ
の
配
水
管
布
設

工
事
、
二
井
山
地
区
配
水
管
布
設

工
事
、
成
瀬
ダ
ム
利
水
関
連
の
配

水
管
布
設
工
事
、
山
内
地
域
で
は

石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の
更
新
工
事
等

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

上
内
町
浄
水
場
の
改
築
は
、
設

計
測
量
業
務
の
委
託
等
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

■
下
水
道
事
業
等

　

下
水
道
整
備
事
業
は
、
安
田
原

・
八
王
寺
・
朝
日
が
丘
・
三
枚
橋

地
区（
横
手
）、
縫
殿
地
区（
増
田
）、

船
沼
地
区（
雄
物
川
）、
下
沖
田
・

古
内
地
区（
十
文
字
）、
平
鹿
地
域

で
は
三
嶋
地
区
の
整
備
と
、
馬
鞍

地
区
の
実
施
設
計
業
務
委
託
を
行

い
ま
す
。
集
落
排
水
施
設
整
備
事

業
は
、
横
手
地
域
金
沢
地
区
で
管

路
工
事
に
着
手
し
ま
す
。
浄
化
槽

整
備
事
業
で
は
、
個
人
設
置
型
浄

化
槽
１
１
５
基
へ
の
助
成
と
、
市

設
置
型
浄
化
槽
30
基
の
整
備
を
行

い
ま
す
。

■
市
立
病
院

　

横
手
病
院
は
、
増
改
築
事
業
を

終
え
て
５
月
か
ら
新
し
い
診
察
室

で
診
療
を
行
う
予
定
で
、
増
築
棟

完
成
後
は
、
引
き
続
き
既
存
棟
の

改
修
工
事
を
進
め
ま
す
。

　

大
森
病
院
は
、
人
間
ド
ッ
ク
・

健
診
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
サ
ー

ビ
ス
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、
夕
暮
れ
診
療
や
女
性
専
用
外

来
な
ど
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
ま

す
。

　

国
で
は
、
地
域
経
済
を
支
え
、

地
域
の
活
力
を
回
復
さ
せ
る
た
め

に
普
通
交
付
税
に
特
別
枠
を
創
出

し
、
交
付
税
を
増
額
し
ま
す
。
こ

の
た
め
、
一
般
会
計
予
算
案
で
は

地
方
交
付
税
の
増
額
を
見
込
み
、

平
成
21
年
度
に
引
き
続
き
緊
急
雇

用
・
経
済
対
策
事
業
を
実
施
す
る

ほ
か
、
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
、
西
部
地
区
中
学
校
統
合
事

業
や
横
手
地
区
中
学
校
統
合
事
業

な
ど
の
学
校
施
設
の
整
備
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
県
南
の
拠
点
都

市
と
し
て
、
公
共
交
通
機
関
へ
の

ア
ク
セ
ス
改
善
を
図
る
た
め
、
横

手
駅
東
西
自
由
通
路
整
備
な
ど
の

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
予
算
の
概
要
お
よ

　

び
主
要
事
業
は
、
４
月
15
日
号

　

で
ご
紹
介
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
施
策
ト
ピ
ッ
ク
ス

平
成
22
年
度
施
策
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
県
と
の
機
能
合
体

　

効
率
的
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
県
と
市

町
村
の
事
務
機
能
合
体
等
に
関
す

る
研
究
会
を
２
月
10
日
に
設
置
。

９
月
頃
ま
で
に
研
究
成
果
を
と
り

ま
と
め
ま
す
。

■
地
域
公
共
交
通

　

公
共
交
通
の
再
編
に
あ
た
り
、

バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
事
業
者
な
ど

関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
る
た
め
、

地
域
公
共
交
通
に
関
す
る
法
定
協

議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
デ
マ
ン
ド
交
通
等
の
実
証
実
験

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
農
業
祭
の
開
催

　

合
併
５
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
農
業
祭
を
実
施
し
、
農
産
物
の

Ｐ
Ｒ
、
元
気
あ
ふ
れ
る
農
業
を
創

出
す
る
機
会
に
し
ま
す
。

■
大
産
業
祭
の
開
催

　

Ｂ
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
な
ど
の
地

域
活
性
化
や
経
済
波
及
効
果
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
大
産
業

祭
を
開
催
し
ま
す
。

■「
食
と
農
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」

　
推
進

　

特
産
品
の
販
売
で
は
、
生
産
地

域
の
良
さ
や
商
品
の
特
色
を
前
面

に
出
し
た
販
売
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
「
山
内
い
ぶ
り
が
っ
こ
」

に
続
く
特
産
品
の
開
発
に
取
り
組

み
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

市議会３月定例会　平成22年度施政方針

平
成
22
年
度
予
算
編
成
方
針

平
成
22
年
度
予
算
編
成
方
針

          会    計    名          平成22年度当初　平成21年度当初　　　比　較
普 通 会 計
　 ①一般会計
   ②障害者支援施設特別会計
   ③土地区画整理事業特別会計
普通会計以外の特別会計（④～○）
   ④国民健康保険特別会計
   ⑤老人保健特別会計
   ⑥後期高齢者医療特別会計
   ⑦介護保険特別会計
   ⑧介護サービス事業特別会計
   ⑨特別養護老人ホーム特別会計
   ⑩介護老人保健施設特別会計
   ⑪指定通所介護事業特別会計
   ⑫市営温泉施設特別会計
   ⑬下水道事業特別会計
   ⑭集落排水事業特別会計
   ⑮浄化槽市町村整備推進事業特別会計
   ⑯横手町四町財産区特別会計
   ⑰横手地域財産管理特別会計
   ⑱前郷地区特別会計
   ⑲西成瀬財産区特別会計
   ⑳醍醐財産区特別会計
   　里見財産区特別会計
   　福地財産区特別会計
   　舘合財産区特別会計
特別会計（②～　）
企業会計（　～　）
   　病院事業会計
   　水道事業会計
合　　計（①～　）

50,519,835
50,114,127
264,575
141,133

27,134,239
11,955,754

2,473
923,978
8,341,625
23,508
830,992
476,232
74,631
743,642
3,019,071
654,931
68,180
1,662
25

3,144
5,116
865
6,500
360
1,550

27,539,947
12,822,166
9,390,303
3,431,863
90,476,240

47,844,143
47,292,000
258,127
294,016

26,686,312
11,712,780
25,423
949,860
7,893,971
23,021
791,698
460,681
76,802
778,231
3,459,661
427,366
66,312
1,354
25

3,199
12,375
713
1,300
240
1,300

27,238,455
13,864,407
10,441,248
3,423,159
88,394,862

2,675,692
2,822,127
6,448

△ 152,883
447,927
242,974
△ 22,950
△ 25,882
447,654
487

39,294
15,551
△ 2,171
△ 34,589
△ 440,590
227,565
1,868
308
0

△ 55
△ 7,259

152
5,200
120
250

301,492
△ 1,042,241
△ 1,050,945

8,704
2,081,378

23

市税
78億8,719万円
【15.7％】

市税
78億8,719万円
【15.7％】

使用料および
手数料ほか※１
37億9,018万円
【7.6％】

使用料および
手数料ほか※１
37億9,018万円
【7.6％】

地方交付税
202億3,000万円
【40.4％】

地方交付税
202億3,000万円
【40.4％】

国庫支出金
52億7,824万円
【10.5％】

国庫支出金
52億7,824万円
【10.5％】

県支出金
32億6,022万円
【6.5％】

県支出金
32億6,022万円
【6.5％】

市債
79億7,730万円
【15.9％】

市債
79億7,730万円
【15.9％】

その他（交付金など）※２
16億9,100万円
【3.4％】

自主財源
【23.3％】
自主財源
【23.3％】

依存財源
【76.7％】
依存財源
【76.7％】

総務費
43億1,039万円
【8.6％】

総務費
43億1,039万円
【8.6％】

民生費
127億4,419万円
【25.4％】

民生費
127億4,419万円
【25.4％】

衛生費
49億4,903万円
【9.9％】

衛生費
49億4,903万円
【9.9％】

農林水産業費
30億5,654万円
【6.1％】

農林水産業費
30億5,654万円
【6.1％】

商工費
18億7,839万円
【3.8％】

商工費
18億7,839万円
【3.8％】

土木費
72億1,437万円
【14.4％】

土木費
72億1,437万円
【14.4％】

教育費
55億6,866万円
【11.1％】

教育費
55億6,866万円
【11.1％】

公債費
71億9,110万円
【14.3％】

公債費
71億9,110万円
【14.3％】

議会費　　3億　 57万円
労働費　　4億5,370万円
災害復旧費　　 600万円
諸支出金　7億　784万円
予備費　　　 3,000万円

消防費
17億 335万円
【3.4％】

消防費
17億 335万円
【3.4％】

歳出予算
目的別内訳
歳出予算
目的別内訳

※２その他（交付金など）の内訳
地方譲与税　　　　　　　6億5,000万円
利子割交付金　　　　　　　 1,500万円
配当割交付金　　　　　　　　 100万円
株式等譲渡所得割交付金　　　 100万円
地方消費税交付金　　　　8億0,000万円
ゴルフ場利用税交付金　　　　 700万円
自動車取得税交付金　　　1億2,000万円
地方特例交付金　　　　　　 8,200万円
交通安全対策特別交付金　　 1,500万円

※１使用料および手数料ほかの内訳

分担金および負担金　4億4,984万円

使用料および手数料　6億   92万円

財産収入　　　　　　1億1,547万円

繰入金　　　　　　　2億2,672万円

繰越金　　　　　　　2億　466万円

諸収入　　　　　　 21億9,257万円

平成22年度
一般会計予算の概要

歳入予算内訳歳入予算内訳

一般会計歳入歳出
総額

前年度当初比　6.0％増
501億1,413万円

21

22

23

23

24

24

25

25

25

 

平成22年度一般会計および特別会計予算 （単位：千円）
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■一般会計補正額　　　　　　　　２億６,１０４万２千円
◎主な補正予算
　●生活バス路線運行費補助･･････　△３,５２５万４千円
　●市長および市議会議員選挙費･･　△５,３４９万７千円
　●特別養護老人ホーム特別会計
　　繰出金･･････････････････････１億３,０９０万２千円
　●新型インフルエンザワクチン
　　接種事業････････････････････　　５,２６３万３千円
　●横手病院事業費･･････････････　△９,３５７万２千円
　●くらしのみちづくり事業･･････　　６,８６０万円
　●橋りょう補修事業････････････　　８,７００万円
　●克雪施設整備事業････････････　　５,８００万円
　●まちづくり交付金事業････････　△６,３００万円
　●下水道事業特別会計繰出金･･△１億１,６８０万７千円
　●増田小学校大規模改修事業････２億５,７５２万８千円
　●中学校統合事業････････････△１億８,８４１万１千円
　●体育施設改修事業････････････　　５,６１３万６千円
　●財政調整基金積立金･･････････１億５,６７８万１千円
■補正後の一般会計予算総額　５３９億１,４０１万１千円

※●は国の経済対策による『きめ細かな交付金事業』で実施
　する事業

平成21年度一般会計補正予算の主な内容

＋
＋
＋

＋

＋

＋

市議会３月定例会

栄光栄光

食と農からのまちづくり食と農からのまちづくり食と農からのまちづくり
食と農からのまちづくりプロジェクト
市マーケティング推進課　45-5537
http://www.syoku-yokote.com/

私たち、チーム・プラスＹ私たち、チーム・プラスＹ私たち、チーム・プラスＹ私たち、チーム・プラスＹ
　　　　　　　　昨年６月のスタート以来、個人参加134人と72の団体、のべ

　　　　　　　約2,500人の皆さんに参加していただき、市をあげて地産地消

　　　　　　　活動に取り組んできました。平成22年度も、引き続きチームプラスＹ活動の参加者を募集しますので、ぜひ皆さ

　　　　　　　んの『プラスＹ宣言』をお寄せください。みんなで〝地産地消の輪〟を広げていきましょう。

「地元農産品を料理に多数活用し、お客様に安全で安心な食事をしていただきます!」【横手セントラルホテル】
「毎日の食事（あるいはお弁当）に、横手産のものを１品使います！」【東北農政局平鹿平野農業水利事業所】
「企業一丸となって地産地消を実践し、全ての作業場で広告ＰＲ活動を行います!」【渡部工業有限会社】

ワイ

市議会３月定例会 副市長人事・補正予算

市議会３月定例会で、副市長に鈴木信好・前市総
務企画部長を選任することに同意するとともに、
平成21年度補正予算が議決されました。

市議会３月定例会で、副市長に鈴木信好・前市総
務企画部長を選任することに同意するとともに、
平成21年度補正予算が議決されました。

副市長に鈴木信好氏副市長に鈴木信好氏

副市長 　　　　　
鈴 木  信 好 氏

　　　　（60歳・横手市下境）

昭和24年、旧横手市生まれ。秋田
経済大学付属短大卒業。昭和46年
10月から旧横手市役所職員。政策
調整課長、総務部次長、横手平鹿
合併協議会事務局長などを経て、
平成17年10月から総務企画部長。

の　ぶ　 よ　し

地域局は３課体制（　　　）に
地域づくり支援課や危機管理室などを新設

横手地域
局は４課

平成22年度機構改革

４月から市役所の組織が
変わります

　

合
併
時
に
旧
市
町
村
単
位
で
設

け
ら
れ
た
地
域
自
治
区
の
設
置
期

間
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
に
と
も

な
い
、
市
で
は
組
織
機
構
の
見
直

し
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
局
は
、
こ
れ
ま
で
の
４
課

体
制
か
ら
３
課
体
制
（
横
手
地
域

局
は
５
課
か
ら
４
課
）
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
が
安
心

し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
地
域
局
長
を
は
じ
め
地
域
事

情
に
精
通
し
た
職
員
を
配
置
し
、

窓
口
業
務
や
各
種
相
談
業
務
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
新
た
な

行
政
課
題
に
速
や
か
に
対
応
で
き

る
組
織
を
目
指
し
、
本
庁
部
局
も

一
部
見
直
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
地
域
づ
く
り
協
議

会
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
総

務
企
画
部
に
地
域
づ
く
り
支
援
課

を
設
け
る
な
ど
、
地
域
づ
く
り
や

産
業
振
興
、
各
地
域
で
行
わ
れ
る

行
事
へ
の
対
応
な
ど
を
中
心
に
体

制
を
整
備
。
本
庁
部
局
も
積
極
的

に
地
域
に
出
向
き
、
業
務
を
行
う

体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

地域振興課
市民福祉課
産業振興課
地域維持課

【横手地域局】
地域振興課
市民課
福祉課
産業振興課
地域維持課４課体制

旧 ～平成21年度

地域振興課
市民福祉課
産業建設課

新 平成22年４月１日～

【横手地域局】
地域振興課
市民課
福祉課
産業建設課

（４課体制）

産業振興課と地域維持課を統合し、産業建設課
を設置します。
増田・平鹿・雄物川・大森
十文字・山内・大雄地域局【　　　　】

３課体制

各 地 域 局

本 庁 部 局
【総務企画部（本庁南庁舎）】
　　人事課、地域づくり支援課、危機管理室、駅前公共施設準備室を新設し
　ます。
【産業経済部（増田庁舎）】
　　農政課を、農業政策課（産地育成・担い手育成などを担当）と農業振興
　課（農業夢プラン・米の戸別所得補償などを担当）に分割します。
【上下水道部（横手庁舎・山内庁舎）】
　　水道３課（水道総務課・水道配水課・浄水課）を水道総務課と水道配水
　課の２課体制に再編します。

横手南かがやキッズ
第36回秋田県ドッジボール選手権大会 優勝

増田・平鹿・雄物川・大森
十文字・山内・大雄地域局【　　　　】

　

第
65
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大

会『
く
し
ろ
サ
ッ
ポ
ロ
氷
雪
国
体
』

の
ス
キ
ー
競
技
が
札
幌
市
で
行
わ

れ
、
向
川
桜
子
さ
ん
（
角
館
高
校

３
年
・
城
南
町
）
が
大
回
転
少
年

女
子
で
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

２
月
27
日
、
サ
ッ
ポ
ロ
テ
イ
ネ

で
行
わ
れ
た
同
競
技
で
、
ゼ
ッ
ケ

ン
１
番
の
向
川
さ
ん
は
１
１
６
選

手
の
先
陣
を
切
っ
て
滑
走
。
積
極

的
な
滑
り
で
１
分
14
秒
53
の
好
タ

イ
ム
を
記
録
す
る
と
、
そ
の
タ
イ

ム
が
最
後
ま
で
掲
示
板
の
最
上
段

を
譲
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

国
体
ス
キ
ー
競
技
で
は
、
39
年

ぶ
り
の
皇
后
杯（
女
子
総
合
）優
勝

を
果
た
し
た
秋
田
県
。
そ
の
躍
進

に
大
き
く
貢
献
し
た
向
川
さ
ん
は

「
自
分
ら
し
い
攻
め
の
滑
り
が
で

き
た
。
秋
田
に
恩
返
し
で
き
た
こ

と
が
う
れ
し
い
」
と
、
高
校
生
と

し
て
最
後
の
公
式
戦
を
振
り
返
り

ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
大
学
に

進
学
し
て
競
技
を
続
け
、
４
年
後

の
ソ
チ
五
輪
出
場
を
目
指
す
向
川

さ
ん
は
「
国
内
大
会
で
し
っ
か
り

と
勝
て
る
選
手
に
な
り
た
い
」
と

次
の
目
標
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。 表彰式で満面の笑みを見せる向川さん

くしろサッポロ氷雪国体
大回転少年女子

積
極
果
敢
、向
川
さ
ん
が
全
国
制
覇

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

地
域
に
支
え
ら
れ
た
46
年
の
歴
史
に
幕

十
文
字
西
中
学
校
で
閉
校
式
典

　

３
月
14
日
、
十
文
字
西
中
学
校

の
閉
校
記
念
碑
の
除
幕
式
と
式
典

が
行
わ
れ
、
在
校
生
を
は
じ
め
卒

業
生
、
保
護
者
な
ど
３
５
０
人
あ

ま
り
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、五
十
嵐
市
長
が「
十

文
字
西
中
学
校
は
、
生
徒
た
ち
の

豊
か
な
人
間
性
の
形
成
の
場
と
し

て
、
ま
た
、
地
域
の
教
育
、
文
化

の
象
徴
と
し
て
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
と
学
校
の
連
携
を

図
り
、
子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
時

代
を
力
強
く
生
き
抜
く
た
め
の
学

習
環
境
を
整
え
、
地
域
に
根
ざ
し

た
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

藤
峯
千
代
美
校
長
は
「
本
校
の

伝
統
と
し
て
長
く
受
け
継
が
れ
て

き
た『
あ
い
さ
つ
』と『
清
掃
』、
あ

た
り
ま
え
の
こ
と
が
あ
た
り
ま
え

に
で
き
る
西
中
の
校
風
は
、
他
に

誇
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
び
舎

の
灯
は
消
え
て
も
、
仲
間
や
地
域

と
の
絆
は
消
え
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
西
中
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇

り
に
思
い
、
語
り
継
が
れ
る
こ
と

を
祈
り
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
校
行
事
や
授
業
風
景
、

部
活
動
の
活
躍
の
様
子
を
ま
と
め

た
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ
、
46
年

間
の
思
い
出
を
振
り
返
り
、
そ
の

後
、
十
文
字
西
中
学
校
を
支
え
て

く
れ
た
地
域
の
方
や
学
び
舎
に
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
生
徒
全

員
で『
心
の
中
に
き
ら
め
い
て
』と

『
ふ
る
さ
と
』を
合
唱
。
最
後
に
出

席
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
校

旗
が
市
長
に
返
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
文
字
西
中
学
校
は
昭
和
39
年

４
月
に
植
田
中
学
校
と
睦
合
中
学

校
が
統
合
し
誕
生
。
３
７
７
７
人

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
長
い
歴

史
に
幕
を
閉
じ
、
十
文
字
中
学
校

と
統
合
し
て
新
た
な
歴
史
と
伝
統

を
刻
ん
で
い
き
ま
す
。

式典に先立ち、十文字西中学校の校訓「思索生知」
と校歌が刻まれた記念碑の除幕式が行われました

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

　
　
選
手
権
大
会

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

　
　
選
手
権
大
会

１月から２月に行われた大会で市内出身選手、市内チームが好成績をあげる活躍を見せてくれました。
冬季国体で優勝した向川さんとドッジボール選手権大会で全県優勝した横手南かがやキッズをご紹介します。
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▼
金
澤
豊
子
（
総
務
企
画
部
総
務
課

主
幹
）
▼
髙
橋
健
幸
（
財
務
部
長
）

▼
高
橋
隆
一（
財
務
部
資
産
税
課
長
）

▼
奥
清
治（
福
祉
環
境
部
長
）▼
皆
川

榮
（
福
祉
環
境
部
東
部
環
境
保
全
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▼
斎
藤
正
樹
（
福
祉

環
境
部
西
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
所

長
）
▼
櫻
谷
久
正
（
福
祉
環
境
部
南

部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）
▼

照
井
薫
（
福
祉
環
境
部
横
手
衛
生
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▼
飯
沼
博
（
福
祉
環

境
部
横
手
衛
生
セ
ン
タ
ー
主
査
）
▼

石
川
博
（
福
祉
環
境
部
雄
物
川
衛
生

セ
ン
タ
ー
所
長
）▼
佐
藤
ヨ
ネ
子（
福

祉
環
境
部
障
害
者
支
援
施
設
大
和
更

生
園
総
括
調
理
員
）
▼
小
林
マ
サ
子

（
福
祉
環
境
部
子
育
て
支
援
課
長
）

▼
岩
谷
玲
子
（
福
祉
環
境
部
子
育
て

支
援
課
主
幹
）▼
石
田
ヤ
ヱ
子（
福
祉

環
境
部
高
齢
ふ
れ
あ
い
課
介
護
士
主

査
）▼
鶴
田
幸
子（
福
祉
環
境
部
高
齢

ふ
れ
あ
い
課
総
括
介
護
員
）
▼
髙
安

一
夫
（
福
祉
環
境
部
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
白
寿
園
施
設
長
）
▼
菊
地
照

子
（
福
祉
環
境
部
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
白
寿
園
介
護
士
主
任
）
▼
佐
藤

惠
美
子
（
福
祉
環
境
部
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
白
寿
園
准
看
護
師
主
任
）

▼
伊
藤
富
子
（
福
祉
環
境
部
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
白
寿
園
准
看
護
師
副

主
任
）
▼
土
田
晴
吉
（
福
祉
環
境
部

介
護
老
人
保
健
施
設
老
健
お
お
も
り

主
幹
）
▼
粕
加
屋
俊
夫
（
産
業
経
済

部
次
長
）▼
長
里
恒
夫（
上
下
水
道
部

長
）
▼
田
口
春
久（
会
計
管
理
者
）▼

畠
山
仁
（
議
会
事
務
局
長
）
▼
最
上

康
吉（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
）

▼
高
橋
幸
雄
（
監
査
委
員
事
務
局
主

幹
）
▼
菅
永
義
（
教
育
指
導
部
学
校

教
育
課
長
）
▼
河
西
厚
子
（
平
鹿
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
総
括
調
理
員
）
▼

加
藤
正
志
（
横
手
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
所
長
）
▼
五
十
嵐
久
一
（
雄
物
川

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
得
平

次
夫
（
山
内
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所

長
）
▼
村
岡
徳
夫
（
大
雄
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
所
長
）
▼
大
極
直
人
（
浅

舞
小
学
校
総
括
校
務
員
）
▼
小
川
優

（
睦
合
小
学
校
総
括
校
務
員
）▼
嶌
田

敏
雄
（
横
手
地
域
局
保
健
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▼
岩
井
川
邦
子
（
増
田
地
域

局
地
域
振
興
課
副
主
幹
）
▼
遠
藤
登

（
増
田
地
域
局
市
民
福
祉
課
長
）
▼

眞
坂
進
（
増
田
地
域
局
市
民
福
祉
課

上
席
主
幹
）▼
天
童
順
子（
増
田
地
域

局
市
民
福
祉
課
副
主
幹
）
▼
佐
藤
カ

ヅ（
増
田
地
域
局
市
民
福
祉
課
主
査
）

▼
児
玉
ア
キ
子
（
増
田
地
域
局
ま
す

だ
保
育
園
園
長
）▼
原
ヨ
シ
ミ（
平
鹿

地
域
局
次
長
）▼
遠
藤
定
信（
平
鹿
地

域
局
地
域
維
持
課
長
）
▼
高
橋
正
文

（
平
鹿
地
域
局
地
域
維
持
課
副
主
幹
）

▼
小
西
正
起
（
雄
物
川
地
域
局
市
民

福
祉
課
長
）▼
藤
田
重
一（
雄
物
川
地

域
局
地
域
維
持
課
副
主
幹
）
▼
越
後

信
子
（
大
森
地
域
局
市
民
福
祉
課
主

査
）▼
上
田
由
美
子（
大
森
地
域
局
川

西
保
育
所
保
育
士
主
査
）
▼
近
潤
行

（
十
文
字
地
域
局
次
長
）
▼
齋
藤
実

（
十
文
字
地
域
局
市
民
福
祉
課
主
査
）

▼
近
の
り
子
（
十
文
字
地
域
局
植
田

保
育
所
保
育
士
主
査
）
▼
藤
谷
義
光

（
十
文
字
地
域
局
産
業
振
興
課
長
）

▼
山
初
寛
（
山
内
地
域
局
地
域
振
興

課
総
括
運
転
士
）
▼
山
下
義
信
（
山

内
地
域
局
市
民
福
祉
課
副
主
幹
）
▼

高
橋
君
子
（
山
内
地
域
局
さ
ん
な
い

保
育
園
園
長
）
▼
佐
々
木
一
枝
（
山

内
地
域
局
さ
ん
な
い
保
育
園
保
育
士

副
主
幹
）▼
髙
橋
隆
一
郎（
山
内
地
域

局
地
域
維
持
課
長
）
▼
佐
々
木
康
子

（
大
雄
地
域
局
た
い
ゆ
う
保
育
園
園

長
）▼
奥
山
博
夫（
大
雄
地
域
局
地
域

維
持
課
総
括
業
務
員
）
▼
中
村
昭
彦

（
福
祉
環
境
部
社
会
福
祉
課
副
主
査

・
厚
生
労
働
省
へ
帰
任
）

▼
佐
藤
茂
（
消
防
本
部
次
長
）
▼
佐

藤
憲
悦
（
消
防
署
長
）
▼
斎
藤
慶
司

（
消
防
署
副
署
長
）
▼
佐
々
木
雄
得

（
増
田
分
署
副
主
幹
）▼
照
井
幸
太
郎

（
消
防
署
機
械
係
長
）

【
市
立
横
手
病
院
】▼
神
崎
正
俊
（
診

療
科
泌
尿
器
科
科
長
）
▼
小
川
和
孝

（
診
療
科
呼
吸
器
内
科
医
員
）▼
小
田

嶋
千
枝
子（
看
護
科
看
護
師
）▼
小
棚

木
美
香（
看
護
科
看
護
師
）▼
佐
藤
け

い
子（
看
護
科
看
護
師
）▼
伊
藤
美
代

子（
看
護
科
看
護
師
）

【
市
立
大
森
病
院
】▼
奈
良
光
彦
（
診

療
科
内
科
医
員
）▼
奈
良
藍
子（
診
療

科
内
科
医
員
）▼
渡
辺
静
代（
看
護
科

看
護
師
長
）▼
幕
内
章
子（
看
護
科
看

護
師
）

市
職
員
退
職
者

市
職
員
退
職
者

平
成
22
年
３
月
31
日
付

平
成
22
年
３
月
31
日
付

■
消
防
職
員

■
病
院
職
員

平
成
22
年
度
の
職
員
体
制
は
、
次
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

市
報
よ
こ
て
３
月
15
日
号
の
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と

お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。

●
４
ペ
ー
ジ
下
段
、
「
秋
田
大
学
客
員
教
授
・
西
木
正
明
氏
講
演
会
」

　

の
記
事
中
、
中
段
８
行
目
か
ら
９
行
目
に
か
け
て
「
日
清
戦
争
」
と

　

あ
る
の
は
「
そ
の
９
年
後
の
日
露
戦
争
」
の
誤
り
で
し
た
。
ま
た
、

　

下
段
５
行
目
の
「
日
露
戦
争
」
は
「
日
中
戦
争
」
の
誤
り
で
し
た
。

●
５
ペ
ー
ジ
上
段
、
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
顕
彰
」
の
記
事

　

中
、
横
手
ハ
ン
グ
ル
研
究
会
ソ
リ
の
受
賞
は
誤
り
で
、
顕
彰
を
受
け

　

た
の
は
５
団
体
で
し
た
。
ま
た
、
大
屋
梅
保
存
会
代
表
者
が
「
戸
田

　

義
昭
会
長
」
と
あ
る
の
は
「
伊
藤
鐘
吉
会
長
」
の
誤
り
で
し
た
。

市報の訂正とお詫び

金
沢
柵
、沼
柵
を
知
る
手
掛
か
り
に

国
指
定
史
跡『
大
鳥
井
山
遺
跡
』公
開
講
座
・
展
示
会

　

市
内
初
の
国
指
定
史
跡
と
な
っ

た
『
大
鳥
井
山
遺
跡
』
の
公
開
講

座
と
展
示
会
が
、
３
月
13
日
に
か

ま
く
ら
館
で
開
か
れ
、
歴
史
に
興

味
を
持
つ
市
民
な
ど
約
３
５
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
市
文
化
財
保
護
課

の
担
当
職
員
が
、
大
鳥
井
山
遺
跡

の
歴
史
的
価
値
な
ど
を
説
明
。
同

遺
跡
は
平
安
時
代
の
豪
族
・
清
原

氏
の
居
館
跡
と
さ
れ
、
城
館
跡
と

し
て
11
世
紀
の
姿
が
そ
の
ま
ま
残

る
数
少
な
い
遺
跡
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
前
九
年
・
後
三
年
合
戦
時
代

を
解
明
す
る
貴
重
な
資
料
と
な
る

こ
と
や
、
同
時
代
の
金
沢
柵
（
市

内
金
沢
）
や
沼
柵
（
市
内
雄
物
川

町
）
の
場
所
の
推
定
な
ど
で
大
き

な
手
掛
か
り
と
な
る
と
い
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

秋
田
市
教
育
委
員
会
と
県
教
育
庁

の
文
化
財
担
当
者
が
、
同
遺
跡
と

秋
田
城
跡
や
払
田
柵
跡
と
の
関
連

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　

展
示
会
で
は
、
同
遺
跡
か
ら
見

つ
か
っ
た
出
土
品
や
写
真
、
図
絵

な
ど
約
３
０
０
点
が
公
開
さ
れ
、

展
示
解
説
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
お 

と
り 

い 

や
ま

か
ね
ざ
わ
の
さ
く

ぬ
ま
の
さ
く

ほ
っ
た
の
さ
く

多くの市民が詰めかけ、遺跡や歴史への
関心の高さがうかがえました

information
行政情報便市からのお知らせ

政情報便行
健診健診 平成22年度健（検）診のお知らせ

特定健診、後期高齢者健診、大腸が
ん・前立腺がん検診、胸部検診、肝炎
ウイルス検診、生活習慣病予防健診

胃がん検診

子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診
骨粗鬆症検診

６/21～25・28～30、
７/1・2・5～9

４/9・12～16・19～23・
26～28
９/6～10・13・14
９/９

特定健診、後期高齢者健診、大腸
がん・前立腺がん・胃がん検診、
胸部検診、骨粗鬆症検診、肝炎ウ
イルス検診、生活習慣病予防健診
子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診

５/7・10～14・17～21・
24～26

７/12～16・20～23・26

　　　 健（検）診名
特定健診・後期高齢者健診

胸部検診　　肺がん検診
　　　　　　結核検診
大腸がん検診
前立腺がん検診
胃がん検診
子宮がん検診
卵巣腫瘍検診
乳がん検診
骨粗鬆症検診
肝炎ウイルス検診
生活習慣病予防健診
歯周疾患検診

健（検）診料金
無料

300円（65歳以上は無料）
無料
600円
1,000円
1,000円

1,000円または1,200円※
500円または800円※

1,500円
600円または800円※

800円
2,100円
無料

健（検）診料金

※検診方法により料金が異なります。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●健（検）診日程

特定健診、後期高齢者健診、大腸が
ん・前立腺がん検診、胸部検診、肝炎
ウイルス検診、生活習慣病予防健診
胃がん検診

骨粗鬆症検診

４/26～28、５/6・7・10
～14・17～21・24・25、
６/18
７/1・2・5～9・12～16

９/２

子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診 ８/9～11・18～20・23～
27・30・31

特定健診、後期高齢者健診、大腸が
ん・前立腺がん検診、胸部検診、肝炎
ウイルス検診、生活習慣病予防健診

子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診
骨粗鬆症検診

７/12～16・20～23・26
・27、８/１、９/２

10/14・18～22・25～28
10/29

胃がん検診 ４/16・19～23・26～28
・30、７/12、９/２

【横手】　　　　健（検）診名 健（検）診日程 【大森】　　　　健（検）診名 健（検）診日程

【増田】　　　　健（検）診名 健（検）診日程

【平鹿】　　　　健（検）診名 健（検）診日程

【雄物川】　　　健（検）診名 健（検）診日程

特定健診、後期高齢者健診、大腸が
ん・前立腺がん検診、胸部検診、肝炎
ウイルス検診、生活習慣病予防健診

子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診
骨粗鬆症検診

５/27・28・31、６/1～4・
7~11・14～17・23～25・
28～30、７/1・2

詳細未定
11/16～19

胃がん検診 ８/18～20・23～27・30・
31、９/1・2

特定健診、後期高齢者健診、大腸
がん・前立腺がん・胃がん検診、
胸部検診、骨粗鬆症検診、肝炎ウ
イルス検診、生活習慣病予防健診

子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診

６/2～4・7～11・14～17、
７/30

6/18・21・22、7/5～9、8/2

【山内】　　　　健（検）診名 健（検）診日程

特定健診、後期高齢者健診、大腸が
ん・前立腺がん検診、胸部検診、肝炎
ウイルス検診、生活習慣病予防健診

子宮がん・乳がん・卵巣腫瘍検診
骨粗鬆症検診

７/28～30、８/2～6・9
・17～20・23・24・31

５/17～21・24～27
６/17・18

胃がん検診 ５/11～14・17～21・24
～28・31、６/1・2

【十文字】　　　健（検）診名 健（検）診日程

健（検）診日程
特定健診、後期高齢者健診、胸部検
診、骨粗鬆症検診、肝炎ウイルス検
診、大腸がん・前立腺がん・胃がん・子
宮がん・乳がん検診、卵巣腫瘍検診
大腸がん・前立腺がん・胸部検診、胃が
ん・子宮がん・乳がん検診、卵巣腫瘍検診
肝炎ウイルス検診
生活習慣病予防健診

５/10～12・17～19・24～
26・31、６/1・2・7～9・
14～16・21・22

７/27～29、８/3・4

８/５

【大雄】　　　　健（検）診名 健（検）診日程

　平成22年度の健（検）診を次の日程で行います。自身の
健康のために各種健（検）診を受診しましょう。なお、下
記に該当する方は健（検）診料が無料となります。
◆健（検）診料金が無料になる方
　・75歳以上の方
　・生活保護受給世帯で『緊急時医療依頼証』を提示の方
　・65～74歳で『後期高齢者医療被保険者証』を提示の方
　・『市民税非課税世帯証明』を提示の方（肝炎ウイルス
　　検診・骨粗鬆症検診のみ）
◆問合せ
　市福祉環境部保健衛生課（大雄庁舎内）　35-2185、ま
　たは各地域局市民福祉(福祉)課

■協会けんぽ（旧社会保険）加入の方へ

　協会けんぽ（旧社会保険）加入の40歳以上75歳未満の被

　扶養者の方は、集団健診（特定健診）の受診ができます。

　事前に各地域局健診担当に連絡のうえ、協会けんぽ発

　行の受診券と保険証を持参し受診してください。



information
行政情報便市からのお知らせ

政情報便行
 

市報よこて 10No.108  2010(       22　).4.1市報よこて15 2010(       22　).4.1  No.108 平成　 年平成　 年市報よこて11 平成　 年

■保育料助成制度(すこやか子育て支援事業)
　すこやか子育て支援事業は秋田県が独自に実施している事業で、県と市町村が対象経費の２分の１ずつを負担す
ることによって、保護者の方々の負担する保育料を軽減している制度です。
　県では、平成21年８月から一部対象者の助成率を２分の１から４分の１に引き下げる制度改正をしていますが、
市では平成21年度に引き続き、市の負担を上乗せし、これまでと同様の助成率で応援します。
◆年齢区分などによる助成率

◆留意点
　＊所得税の課税・非課税は国の認可保育所徴収金基準額表の区分によります。
　　（第３階層以下が非課税世帯／第４階層以上が課税世帯）
　＊所得制限基準額は現行どおりです。（県の乳幼児福祉医療制度と同じ）
◆問合せ
　市福祉環境部子育て支援課（大森庁舎内）　35-2133、または各地域局保育担当

※認定請求書の提出時に必要な書類などは、後日通知する文書または窓口での指示に従ってください。
※これまでと同様に、毎年６月に養育状況を記載した『現況届』を提出していただく必要があります。
※平成22年６月は、２・３月分の児童手当と４・５月分の子ども手当が同時に支給されます。
◆問合せ
　市福祉環境部子育て支援課（大森庁舎内）　35-2133、または各地域局福祉担当

負担割合
県　１/２
市　１/２
所得税非課税世帯　県 １/４、市 １/４
所得税課税世帯　　県 １/８、市 ３/８
県　１/８
市　１/８

助成率

全額補助

２分の１助成

４分の１助成

対象児童
平成18年４月１日以前に
生まれた第３子以降の児童
平成17年４月２日以降に
生まれた児童
平成17年４月１日以前に
生まれた児童

①

②

③

対象児童
受給者

支給額

支給月
所得制限

児童手当(３月まで)
０歳～小学校６年生

３歳未満 月額10,000円
３歳以上 月額 5,000円

有

子ども手当（４月以降）
０歳～中学校３年生

月額13,000円

無

対象児童を養育する保護者

２・６・10月の年３回(前月までの４カ月分を支給)

　

　
■子ども手当制度
　次世代の社会を担う子ども一人ひとりの成長を社会全
体で応援することを目的に、平成22年４月から児童手当
に代わり『子ども手当』が支給されます。
◆申請方法
　子ども手当を受給するには『認定請求』の手続きが必
　要です。対象となる世帯には４月中旬に通知しますの
　で、指定された期限までに手続きを済ませてください。
　※児童の養育状況やこれまでの児童手当受給状況によ
　　って手続き方法が異なります。

【私の手続き方法は…？】

　

　
◆制度概要

子育て子育て 未来を担う子どもたちを応援！ ４月1日から『子ども手当制度』が始まります
 

子育て子育て 今年度も市が負担を上乗せして応援します！ 保育料助成制度(すこやか子育て支援事業)
 

養育している 受給者である
養育している

養育していない

受給者でない 認定請求書を提出

養育していない 子ども手当の支給はありません

額改定認定
請求書を提出

申請免除

介護保険介護保険

　これまで介護保険で福祉用具の購入や住宅改修を行う
場合は、利用者がいったん事業者に費用全額を支払い、後
で市から保険給付(全体の９割)を受け取るものでした。
　市では、この一時的な利用者の負担を軽減させるため、
４月１日から『受領委任払い制度』を始めました。これ
は、利用者の負担を始めから費用の１割として、後で市
が事業者に残りの９割を給付するというものです。
　この制度は市に受領委任の届出をしている事業者が対
象となりますので、事前にご確認ください。なお、事業
者は随時受け付けしています。※受領委任の届出をして
いない事業者の場合は、従来の方法で給付します。
◆受領委任払いのメリットは？　
　＊利用者は、はじめから対象費用の１割を負担
　＊利用者の一時的な費用負担の軽減により、業者への
　　依頼がしやすい
◆問合せ　
　市福祉環境部高齢ふれあい課（大森庁舎内）　35-2134、
　または各地域局市民福祉(福祉)課

４月から『受領委任払い制度』開始
福祉用具の購入や住宅改修が利用しやすくなります

　

　
　誰もがお互いの個性や能力を認め合い、一人ひとりが
輝き、自分らしく生きられる社会の実現に向けて、市民
の皆さんと協働で事業を実施するため、男女共同参画推
進協議会委員を募集します。今年度は新たな男女共同参
画行動計画を策定するため、年３回の会議と計画策定会
議を４～５回程度行います。
◆応募資格　18歳以上の方（他の審議会委員などは除く）
◆募集人数　男女各１人　※応募多数の場合は書類選考
◆任　　期　委嘱の日から平成24年３月31日まで
◆応募方法 
　氏名・住所・生年月日・連絡先を明記し、400字程度の
　作文（テーマ『私が考える身近な男女共同参画』）を添
　えて、郵送・ファクス・メールなどでお申込みください。
◆募集期限　４月23日(金) 必着
◆申込み・問合せ
　〒013-8601　横手市条里一丁目１番１号　
　横手市役所　総務企画部男女共同参画・市民協働推進室 
　　35-2158、　33-6061、　danjo@city.yokote.lg.jp

募集募集 男女共同参画推進協議会委員を募集します 採用採用

　平成22年５月採用の市立横手病院職員を募集します。
◆職    種　　　診療情報管理士
◆採用予定人数　１名
◆受験資格　
　・昭和50年５月２日以降に生まれた方
　・採用後、通勤に支障のない範囲に居住できる方
　・診療情報管理士資格を有する方
◆採用予定年月日　平成22年５月１日
◆試験期日　４月25日（日）／市立横手病院
◆受付期限　４月19日（月）必着
◆申 込 み　〒013-8602 横手市根岸町５-31
　　　　　　市立横手病院総務課　0182-32-5001
※試験案内・申込用紙は、市立横手病院にあります。郵
　便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用試験申込
　用紙請求」と朱書きし、宛先を明記して120円切手を貼
　った返信用封筒（角型２号）を同封のうえ、市立横手
　病院総務課にお送りください。申込用紙等は市立横手
　病院ホームページからもダウンロードできます。

平成22年５月採用
市立横手病院職員を募集します

　

　
　倒産・解雇・雇い止めなどにより失業した場合でも、
安心して医療を受けられるよう国民健康保険税を軽減す
る制度が始まります。
　軽減を受けるためには届出が必要ですので、早めの手
続きをお願いします。
◆対象者
　平成21年３月31日以降に離職し、次のどちらかに該当する方
　①倒産・解雇などで離職した「雇用保険の特定受給資格者」
　　⇒雇用保険受給資格者証の離職理由：11,12,21,22,31,32
　②雇い止めなどで離職した「雇用保険の特定理由離職者」
　　⇒雇用保険受給資格者証の離職理由：23,34
◆軽減内容　
　国保税の算定や高額医療費などの所得区分判定を、対
　象者の前年の給与所得を30％に減額して行います。
◆軽減期間　離職の翌日から、その翌年度末まで
　例)離職日が平成21年12月31日⇒平成22年度のみ対象
　　 離職日が平成22年３月31日⇒平成22・23年度対象
◆届出方法 
　①雇用保険受給資格者証、②印鑑、③社会保険資格喪
　失証明書(国保に新規加入の場合)を持参し、各地域局
　市民福祉(市民)課で手続きしてください。
◆国保税の軽減に関する問合せ
　市財務部市民税課(横手庁舎内)　32-2510
　各地域局地域振興課
◆高額療養費などに関する問合せ
　市福祉環境部国保市民課(大雄庁舎内)　35-2186
　各地域局市民福祉(市民)課
☆この軽減制度の対象とならない方も、分割納付や減免
　の制度がありますのでご相談ください。

国保国保
倒産などで失業した方へ

国民健康保険税が軽減されます

住宅住宅

　生活環境の向上と経済危機対策として、市内産業の雇
用創出を図るため、住宅の修繕や増築工事を行う方を対
象に工事費用を補助します。また、県で行っている『秋
田県住宅リフォーム緊急支援事業』の補助金交付申請書
等の取次ぎも行っています。
◆問合せ　
　市建設部建築住宅課（横手庁舎内）　35-2224、　33-3429

住宅リフォーム費用を補助します

現在、中学２～３
年生の児童を…

① ② ③

現在、中学３年生
までの児童を…

３月31日現在、
児童手当の…
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保険保険 平成22年度から後期高齢者医療保険料率が変わります
　

　後期高齢者医療制度の保険料率は２年ごとに改定されることになっており、今年度の保険料率は下記のとおりで
す。改定後の保険料率に基づく保険料額は、７月中旬頃に通知する予定です。なお、所得が一定以下の世帯に適用
される保険料の軽減措置については、昨年と同じ割合です。
　平成22年度の保険料率
　均等割額…38,925円（平成21年度まで 38,426円）
　所得割率…7.18％　（平成21年度まで 7.12％）

　平成22年度からの均等割額の軽減措置(軽減割合の変更はありません)

  所得割額の軽減措置(軽減割合の変更はありません)

　後期高齢者医療保険料の内訳
　保険料額＝均等割額＋所得割額
　　　　　　　　　　　(基礎控除後の総所得金額×所得割率）
　＊均等割額…県内の加入者全員が等しく納める金額
　＊所得割額…加入者本人の所得に応じて納める金額

世帯主および被保険者の総所得金額等が下記基準以下の世帯
基礎控除額(330,000円)
　　　　　　被保険者全員の年金収入が80万円以下でその他の所得がない世帯
基礎控除額(330,000円)＋245,000円×被保険者数(世帯主である被保険者を除く)
基礎控除額(330,000円)＋350,000円×被保険者数
後期高齢者医療制度加入前に被用者保険の被扶養者であった方

軽減割合
8.5割
9割
5割
2割
9割

均等割額
 5,800円
 3,800円
19,400円
31,100円
 3,800円

昨年度まで
  5,700円 
 3,800円
19,200円
30,700円
 3,800円

◆問合せ　
秋田県後期高齢者医療広域連合　018-853-7155
・保 険 料は…　市民税課（横手庁舎内）　32-2510
・医療給付は…　国保市民課（大雄庁舎内）　35-2186

教育教育

　現在、市内では小中学校の耐震補強などの工事を進め
ています。今年度は下記日程で学校の工事を行います。

◆工事日程・内容

◆市民の皆さまへ
　工事期間中は事故防止に努めますが、騒音や塗装のに
　おい、大型車両等の通行量の増加などでご迷惑をおか
　けします。児童生徒の安全安心な学校生活のための工
　事ですので、ご理解・ご協力をお願いします。
◆問合せ　
　市教育委員会教育総務課(雄物川庁舎内)　22-2151

市立小中学校の工事が始まります

学校名

吉田小学校

田根森小学校

醍醐小学校

雄物川北小学校

十文字第一小学校

睦合小学校

増田小学校

横手南中学校

横手明峰中学校

内容

体育館改築工事
（解体を含む）

耐震補強、
外壁等改修工事

耐震補強、
屋根等改修工事

耐震補強、屋根・
外壁等改修工事
屋根・外壁の改修、
便器増設工事
耐震補強、
大規模改修工事
土地造成・新校舎
建設工事

工事時期（予定）

4月～11月

7月～10月

7月～11月

4月～11月

5月～平成24年2月

福祉福祉 タクシー利用券の交付と通院交通費を助成します
障がいを持つ方の費用負担の軽減のために　

　障がいを持つ方の通院などにかかる費用の負担軽減の
ため、タクシー利用券の交付と通院交通費を助成します。
申請する場合は、各地域局市民福祉(福祉)課までお越し
ください。  
　タクシー利用券
◆対象者
　○身体障害者手帳１級から３級、療育手帳Ａ、精神障
　　害者保健福祉手帳１級をお持ちの方
　　⇒１カ月につき２枚、年24枚まで交付
　○腎臓機能障がい(１級から３級)で、透析治療のため
　　に週２回以上通院している、非課税世帯の方
　　⇒１カ月につき４枚、年48枚まで交付
◆持参する物
　身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、印鑑
　通院交通費
◆対象者
　○腎臓機能障がい(１級から３級)で、透析治療のため
　　に週２回以上通院している方
　　⇒３カ月ごとにタクシー基本料金相当額を支給
◆持参する物
　身体障害者手帳、特定疾病療養受療証または自立支援
　医療受給者証、交通費の振込先となる預金通帳等、印鑑
※通院交通費を申請した場合、タクシー利用券の交付不可
◆問合せ　市福祉環境部社会福祉課（大森庁舎内）
          　35-2132、　26-2118

 　

　
　所得が少なく保険料を納めることが困難な学生の方は
申請により保険料の納付が猶予される学生納付特例制度
がご利用いただけます。
　納付特例期間は年金額には反映されませんが、受給資
格期間に算入されます。また、納付特例期間中に事故や
病気などで障がいが残った場合、障害年金が受給できま
す。未納のままにせず、学生納付特例をご利用ください。
◆対　象　20歳以上の学生
◆手続き　住民票のある市町村国民年金担当窓口にて
　　　　　※申請は毎年必要になります
◆持ち物　年金手帳、印鑑、学生証のコピー・在学証明書
◆問合せ　市福祉環境部国保市民課(大雄庁舎内)　35-2186、
　　　　　または大曲年金事務所　0187-63-2296

国民年金国民年金
４月から申請受付開始

平成22年度　学生納付特例制度 補助金補助金
市民主体の活動を応援します！

「みんなが主役のまちづくり活動補助金」受付開始

　

　
　市では農業振興地域を定め、農用地区域での農地転用
や土地の開発行為について規制しています。
　農用地区域の農地転用や土地の開発行為を行う場合は、
当該地を農振農用地区域から除外する必要があります。
　除外の際は、市の農業振興地域整備計画の変更手続き
をお願いします。なお、転用が必要な農業用施設につい
ても、軽微な変更（用途変更）手続きが必要ですので、各
地域局産業建設課で手続きしてください。
◆申出期限　４月23日(金)
◆計画変更　８月下旬(予定)
　※許可を得ずに農地転用や開発行為を行った場合は、
　　法令により罰せられますのでご注意ください。
　※農業用施設の場合は随時変更します。
　※申出しても除外できない場合があります。
◆問 合 せ　市産業経済部農業政策課(増田庁舎内)
　　　　　　　45-5522、または各地域局産業建設課

農業農業 平成22年度農振除外申出を受付けます

権限移譲権限移譲 市が行う県からの権限移譲事務について
　

　手続きの利便性の向上や迅速化につながる県から市への権限移譲事務について、４月から下記の事項が追加にな
りました。県と市の役割を見直し、市が自立的・主体的に個性豊かな地域づくりを展開することで、総合的な行政
サービスを直接提供することができるようになります。

問合先
福祉環境部保健衛生課
（大雄庁舎）　35-2185

産業経済部商工労働課
（増田庁舎）　45-5516

建設部建設監理課　　
（十文字庁舎）　42-5112

移譲対象事務

簡易専用水道の改善の指示

採石業者の登録

岩石の採取計画の認可

砂利の採取計画の認可

事　務　の　内　容

簡易専用水道の衛生指導および設置届出の受理等の事務を行います。

採石業を行おうとする方からの登録申請書を受理し、審査を行ったうえで
登録を行うほか、これに付随する各種届出の受理等の事務を行います。

岩石の採取を行おうとする方からの採取計画を受理し、審査を行ったうえ
で認可を行うほか、必要に応じ採取計画の変更認可、変更命令、立入検査
等の事務を行います。

砂利採取に伴う災害防止のため、砂利採取計画の認可に関する事務および
砂利採取場の立入検査等を行います。

軽減割合

５割

被保険者本人の総所得金額等（基礎控除後）
58万円以下
（年金収入のみの場合は153万円～211万円以下）

　市民の皆さんが主体的に行うまちづくりを応援し、地
域の活性化を図る活動を支援するために、平成22年度分
『みんなが主役のまちづくり活動補助金』の申し込みを
受け付けします。魅力あるまちづくりのために、ぜひご
活用ください。
◆交付目的
　市民活動を元気づけ、地域の活性化を図るための、主
　体的なまちづくりを応援します。
◆補助対象者
　市内に活動の場を置く団体等で、新規の活動やすでに
　取り組んでいる活動を拡充しようとする場合に補助金
　を交付します。
◆補助対象経費
　原則として、総事業費が20万円以上の事業に要する経
　費を対象としますが、団体等の運営経費、食糧費に相
　当する経費、そのほか適当でないと認められる経費は、
　補助対象外となります。
◆補助金額　　　
　①補助率　補助対象経費の２分の１以内
　②限度額　事業１件につき50万円を上限に予算範囲内
　※継続事業の場合は事業の自立を促すため、補助金の
　　交付期間を原則３年までとします。
◆補助決定方法
　書類審査とヒアリングにて、補助金交付の適否および
　予算の範囲内で補助額を決定します。
◆受付期間
　前期＝４月５日（月）～30日（金） ※後期受付は８月
◆申込方法
　地域づくり支援課、または各地域局地域振興課で配布
　している申請用紙に記入して提出してください。要綱、
　申請用紙は市ホームページからもダウンロードできます。
◆問合せ
　市総務企画部地域づくり支援課（本庁南庁舎内）　35-2158
　ホームページ　http://www.city.yokote.lg.jp/
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■スポーツ交流大会スマイルボウリング

慎重にねらいを定めてボールを投じる参加者

39チームが熱戦繰り広げる

安心して暮らせる社会を目指して     

　３月４日、市内の介護サービス事業者を対象にした研
修会が市役所南庁舎で開かれ、約200人が参加しました。
　市立大森病院の小野剛院長をコーディネーターとして
行われたパネルディスカッションでは、各サービスの代
表者らが実例を踏まえた課題などを討議。参加者は、熱
心に耳を傾け、直面する問題意識の共有を図りました。
　現在、何らかの支援や介護が必要とされる高齢者は約
６千人。今回の参加者をはじめ、介護や福祉に携わるみ
なさんの使命感と情熱が横手の介護を支えています。

■介護保険サービス事業所合同研修会

　３月６日、大森体育館で市スポーツ交流大会が行われ、
およそ200人がスマイルボウリングを楽しみました。
　これは、生涯スポーツの振興と市民の体力づくりや親
睦を目的に、市体育指導委員会と教育委員会が主催した
もの。スマイルボウリングの盛んな大森地域を中心に、
市内から39チームが参加して、４ないし３チームによる
リーグ戦と各ブロック１位によるトーナメント戦を行い
ました。初心者から熟練者まで和気あいあいとプレーし、
よこてスポーツクラブチームが優勝を飾りました。

『福祉サービスにおける医療依存度の高い方への対応について』をテー
マに行われたパネルディスカッションの様子

ＪＡおものがわに消防庁長官表彰  

　２月25日、平成21年度消防団等地域活動の表彰式が
日本消防会館（東京都）で行われ、おものがわ農業協同
組合（福岡正樹代表理事組合長）が、消防庁長官表彰を
受けました。同組合は、全従業員87人中32人が消防団
に在籍。消防団活動への深い理解と協力で、地域防災
に大きく貢献していると認められたものです。

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

そ
の 

元
年 

に
あ
た
り

市
長
コ
ラ
ム
 

①

市
長
コ
ラ
ム
 

①３３

　　

こ
の
４
月
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
元
気
の
出
る
地
域
づ
く

り
事
業
に
は
、
総
額
２
億
円
を
充
て
る
こ

と
と
し
、
当
初
予
算
に
そ
の
う
ち
の
４
分

の
３
を
計
上
し
ま
し
た
。
残
る
４
分
の
１

は
、
協
議
会
発
足
後
に
検
討
し
て
い
た
だ

き
ま
す
が
、
地
域
づ
く
り
予
算
を
練
り
上

げ
る
こ
と
と
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
運
営

は
、
今
年
度
の
大
き
な
命
題
の
ひ
と
つ
と

言
え
ま
す
。

　

自
分
の
地
域
の
〝
ま
ち
づ
く
り
〞
は
自

分
た
ち
で
考
え
て
い
く
。
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
は
そ
う
し
た
〝
住
民
自
治
〞
が

基
本
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
発
足
と
地
域

づ
く
り
予
算
が
、
各
地
域
で
独
自
の
知
恵

を
出
し
合
お
う
と
い
う
意
識
に
結
び
つ
い

て
く
れ
る
こ
と
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
予
算
の
使
い
途
に
つ
い
て

は
、
地
域
間
で
刺
激
し
あ
う
関
係
、
い
わ

ば
〝
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
〞

の
よ
う
な
状
況
―
言
い
換
え
れ
ば
、
地
域

同
士
が
ラ
イ
バ
ル
の
よ
う
な
状
況
を
作
り

上
げ
る
こ
と
が
当
面
の
ね
ら
い
で
す
。
他

の
地
域
の
事
例
に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
、

自
分
た
ち
の
地
域
に
合
っ
た
や
り
方
を
自

ら
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、
そ
れ
こ

そ
が
ま
さ
し
く
合
併
効
果
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
活
か
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

中
で
、
〝
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
〞
を
見
つ
け
る

た
め
に
、
お
互
い
に
刺
激
し
合
う
こ
と
も

大
事
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
運
営
や
活
動
に

つ
い
て
も
、
し
ば
ら
く
は
試
行
錯
誤
が
続

く
と
思
い
ま
す
。
「
組
織
は
立
ち
上
げ
て

も
、
う
ま
く
機
能
す
る
の
か
」
と
い
う
懸

念
の
声
は
私
の
耳
に
も
届
い
て
い
ま
す
。

確
か
に
一
気
に
う
ま
く
い
く
と
は
思
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
そ
う
い
う
試
行
錯
誤
の
プ

ロ
セ
ス
を
経
な
け
れ
ば
、
前
に
進
む
こ
と

は
で
き
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
多
少
の
時
間
を
か
け
て
も
〝
自

治
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〞
を
積
ん
で
い
く
段

階
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
に
、
地
域
づ
く
り
支
援
課
を
設
置
し

ま
し
た
。
私
や
副
市
長
を
含
め
、
市
役
所

全
体
が
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー（
世
話
役
）の
役

割
を
果
た
し
な
が
ら
、
コ
ツ
コ
ツ
と
実
績

を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
自
治
の
在
り
方
を
考
え

な
が
ら
、
ま
ず
は
身
近
な
地
域
づ
く
り
の

仕
組
み
を
ど
う
築
き
上
げ
て
い
く
の
か
。

そ
の
挑
戦
が
こ
れ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

〝
　
　
〞

五十嵐市長に受賞報告に訪れた福岡組合長（右）五十嵐市長に受賞報告に訪れた福岡組合長（右）

春、目前。冬の寒さに打ち勝つ
■木戸五郎兵衛神社初午祭り（雄物川）

転倒者が続出するほどに、勢いよく奉納する男衆

　３月21日、沼館地区にある木戸五郎兵衛神社で『初午
祭り』が行われました。これは旧暦２月の初午の日に、
商売繁盛・家内安全などを祈願して行われ、春を目の前
にして、長い冬を打ち破るという伝統行事です。
　男衆の力強い「ジョヤサ」の掛け声とともに、地域や
商工会など６本の梵天や恵比寿俵が威勢よく奉納されま
した。その後は、境内にあるヤグラから餅まきが行われ、
訪れた人々は寒さにも負けず、ご利益のある餅やお菓子
拾いを楽しんでいました。

   

　２月26日、日本赤十字社秋田県支部から移動炊飯器
とＡＥＤが市に寄贈され、それぞれ十文字・大雄地域
局に配備されることになりました。贈呈にあたって、
樋渡事務局長(写真左)は「地域の防災に役立ててほし
い。また、災害時だけでなく防災意識の啓発につなが
ることも期待したい」と述べました。

日赤秋田支部から防災用品贈られる

はつ　うま

information
行政情報便市からのお知らせ

政情報便行

市長面会日のお知らせ市長面会日のお知らせ

◆日時
　４月28日(水)午前９時～10時30分
◆申込期限
　４月23日(金)※１人につき15分程度
◆申込み・問合せ
　市総務企画部市長公室秘書担当　　
　　35-2111(内線）1033,1034

＊はしかには特効薬がなく、かかった人のおよそ千人に１人が亡くな
　る病気です。しかし、２回のワクチン接種で、ほぼ全員がはしかに
　かからずにすみます。
＊１歳児、年長児、中学校１年生、高校３年生の年齢相当の方は接種
　費用が無料になりますので、この機会に予防接種を受けましょう！　
◆問合せ　市福祉環境部保健衛生課(大雄庁舎内)　35-2185

はしか予防接種を受けましょう！
４月は『秋田県はしか排除推進月間』

はしか予防接種を受けましょう！
４月は『秋田県はしか排除推進月間』

　『健康づくり入浴サービス券(高齢者入浴サービス
事業)』と『はり・きゅう・マッサージ施術券』を各
地域局福祉担当課でお渡しします。
　ご希望の方は、印鑑と本人確認のできる書類（健康
保険証・運転免許証など）を持参してください。
◆支給枚数　いずれも12枚
◆対 象 者　
　横手市在住で４月１日現在で65歳以上の方　　　　
　　　　　　　（昭和20年４月１日以前に生まれた方）

　65歳以上のみなさんを対象に、平成22年度の各種サービス券を４月１日よりお渡しします。

◆健康づくり入浴サービス券　　  
　⇒協力施設の入浴料のおおむね半額で利用できます
　　※詳細は併せて交付される「しおり」に掲載
◆はり・きゅう・マッサージ施術券　 
　⇒施術１回あたり1,000円を助成します
◆問合せ
　市福祉環境部高齢ふれあい課（大森庁舎内）
　　35-2134、または各地域局市民福祉(福祉)課

65歳以上のみなさんへ
各種サービス券を配布します
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渡部　清隆さん
わたなべ　きよたか（41歳・雄物川） 

　

よ
ね
や
商
事
㈱
で
『
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
よ
ね
や
角
館
店
』
の

店
長
も
務
め
る
清
隆
さ
ん
は
東
京

都
目
黒
区
出
身
で
す
。
現
在
お
住

ま
い
の
雄
物
川
地
域
は
妻
の
美
佳

子
さ
ん
の
出
身
地
。
お
二
人
は
清

隆
さ
ん
が
20
歳
の
と
き
に
東
京
で

出
会
い
結
婚
し
、
平
成
６
年
に
横

手
で
の
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

　

横
手
で
は
雪
や
寒
さ
よ
り
も
言

葉
に
大
苦
戦
。
「
お
客
様
に
『
ま

め
の
ご
（
き
な
こ
）
』
の
売
り
場

を
尋
ね
ら
れ
た
り
、
同
僚
に
店
内

の
水
場
で
『
つ
っ
ぺ
か
え
（
栓
を

し
な
さ
い
）
』
と
言
わ
れ
て
も
意

味
が
全
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
で
は
笑
い
話
で
す
が
、
言
葉
の

壁
は
客
商
売
に
と
っ
て
致
命
傷
。

慣
れ
る
の
に
必
死
で
し
た
」
と
当

時
の
苦
労
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

「
こ
れ
か
ら
も
お
客
様
に
育
て

て
い
た
だ
い
た
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
地
域
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
横
手
は
自
然
が
豊
か

で
人
々
の
繋
が
り
が
強
い
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
街
。
自
分
の
子
ど
も
た

ち
に
は
、
横
手
出
身
だ
と
い
う
こ

と
を
い
つ
ま
で
も
誇
り
に
思
っ
て

ほ
し
い
で
す
」
と
語
る
清
隆
さ
ん
。

地
域
を
愛
し
、
が
ん
ば
る
お
父
さ

ん
の
笑
顔
が
、
今
日
も
た
く
さ
ん

の
お
客
様
を
迎
え
て
い
ま
す
。

佐藤　香さん
さとう　かおり（23歳・大雄）

 

　

さ
わ
や
か
な
笑
顔
が
ま
ぶ
し
い
香
さ
ん
は
、

横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

職
場
で
は
受
付
を
主
に
、
ホ
テ
ル
内
の
サ
ー
ビ

ス
も
広
く
担
当
。
「
わ
か
り
や
す
く
仕
事
を
教

え
て
く
れ
る
頼
も
し
い
先
輩
ば
か
り
な
の
で
、

楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
、

お
客
様
か
ら
い
た
だ
く
『
あ
り
が
と
う
』
の
一

言
は
一
番
の
宝
物
。
い
つ
で
も
笑
顔
を
大
切
に
、

自
信
を
も
っ
て
接
客
が
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば

っ
て
い
き
た
い
で
す
」
と
元
気
に
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

◆
こ
れ
か
ら
し
て
み
た
い
こ
と
は
？

　

北
海
道
に
旅
行
し
て
み
た
い
で
す
。
中
学
校

　

の
修
学
旅
行
で
一
度
行
き
ま
し
た
が
、
お
い

　

し
い
食
べ
物
や
広
々
と
し
た
景
色
が
と
て
も

　

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

◆
好
き
な
異
性
の
タ
イ
プ
は
？

　

優
し
く
て
、
自
分
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く

　

れ
る
人
が
い
い
で
す
。
私
の
両
親
が
す
ご
く

　

仲
が
良
い
の
で
、
自
分
も
結
婚
し
た
ら
両
親

　

の
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

東京湾

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。佐藤さんは、前回
の安田さやかさんからのご紹介です。
※前回のフレッシュさんのお名前に誤りがありました。改
めて訂正してお詫びいたします。

■面積　14.70k㎡
■人口　252,907人
■世帯　139,791世帯

東京都 目黒区

神奈川県

山梨県

東京都

大雄コーラスメート

　今月の一冊　今月の一冊

　論語というと何か硬く難しいイ
メージですが、「子曰わく…」で始
まる一節は、どなたでも何度か耳
にしているのではないでしょうか。
　本書は３作目で、紹介されてい
る論語は少し長めのものが多いの
ですが、書き下ろし文と原文、訳
文の他に、子ども用の解説文もあ
りとても分かりやすい内容になっ
ています。声に出して読むことで、
語感の良さを楽しみながら、家族で孔子の教えを話し合って
みてはいかがでしょうか。　　　　　　　　　【増田図書館】

・４月10日（土）午前10時30分／十文字
・４月17日（土）午前10時／平鹿、午後２時／増田
・４月18日（日）午前10時30分／雄物川・大森
・４月23日（金）午前10時30分／十文字

　おはなし会（会場は各図書館)　おはなし会（会場は各図書館)

コーラスサークル（大雄）

　みんなの心がひとつになり、美しいハーモニー
を奏でるコーラス。手軽に参加できる生涯学習と
して多くの方から親しまれています。
　大雄コーラスメートは、昭和52年に歌の好きな
仲間が集まり結成。50代から70代の会員28人が所
属し、地域の生涯学習発表会や横手・平鹿合唱連
盟の合唱祭に向け、毎週木曜日の午後７時30分か
ら大雄ふれあいホールで、声の出し方や口の開き
方、息継ぎに注意しながら練習に励んでいます。
　「ハーモニーの心地よさにはまって、コーラス
を続けています。疲れた心も練習に参加すると癒
されます」と笑顔で話す会員の皆さん。
　代表の佐藤さんは「決して背伸びをせず、“自分
たちが楽しく”を第一に活動しています。練習を
重ねていくうちに、コーラスのおもしろさがきっ
と分かります。興味のある方は一度見学に来てく
ださい」と話していました。
◆問合せ　佐藤さん　090-9033-6978

　新着図書の紹介　新着図書の紹介
一般向け
　妻を看取る日／垣添忠生〔平・森・十〕
　わらしこの昭和～昭和30年代、みちのくの子どもたち～／小野幹〔平〕
　リンゴの絆／木村秋則〔増〕
　香をたのしむ／一条真也〔横〕
　深重の橋　上・下／澤田ふじ子〔雄・森〕
児童向け・絵本
　くさいくさい！／和田登（文）・和田春奈（絵）〔横・十〕
　学校クエスト～ぼくたちの罪～／中松まるは〔雄・森〕

〔　〕内は所蔵図書館名
横=横手、増=増田、平=平鹿、雄=雄物川
森=大森、十=十文字、大=大雄、山=山内

親子で楽しむ『こども論語塾』その３親子で楽しむ『こども論語塾』その３ 安岡定子＝著／明治書院安岡定子＝著／明治書院

　パソコンや携帯電話で予約してみよう！　パソコンや携帯電話で予約してみよう！
　パソコンでの資料の検索・予約は下記のアドレスから。
https://lib.city.yokote.lg.jp/WebOpac/webopac/index.do
携帯電話でのご利用はＱＲコードから。⇒
　パソコンや携帯電話での予約には、図書
館利用カードの利用者番号とパスワードが
必要です。カードやパスワードの発行は、
これまでの図書館利用カードと本人確認が
できるものをお持ちのうえ、各図書館窓口にお越しください。

し のたま
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　市では、平成21年度から広報モニター制度を実施し
て、広報モニターや地域協議会委員の皆さんから、市
の広報活動に関するご意見をお聞きしました。
　そのご意見をもとに、市報は平成22年度の編集方針
を「新たな地域づくりと市民との協働、連携に役立つ
広報紙」とし、紙面の充実と市ホームページとの連携
による情報発進力の強化を図ります。
　その一環として、「市報よこて」を次号から一部リ
ニューアルしますので、主なものをお知らせします。

●『イベントカレンダー』を衣替えします
　毎号、最終ページに掲載している『イベントカレン
ダー』を『暮らしのカレンダー（仮称）』に改め、これ
までのイベント・行事予定に加え、地域の情報として
お知らせしてきた「各種相談日」や「当番医」などを
カレンダーに掲載します。
　なお、「乳幼児検診・予防接種」の日程は、対象者
に直接通知されていますので、今年度から市報への掲
載を取りやめます。

●各コーナーの見直しを行います
　市としてお知らせすべき情報を優先しながら、市の
取り組みや市内の動きをより幅広くお伝えするため、
各コーナーの掲載号を見直し、通常版の１日号では生
き生きと活動する市民の皆さんをご紹介し、15日号は
お知らせ版としてしっかりと情報を伝える役割を果た
したいと考えています。

●ホームページとの連携を強化します
　情報発信、情報収集の両面で欠かすことのできない
メディアであるホームページと市報との連携を強め、
より活用しやすい情報提供に努めます。
　なお、インターネットの利用が難しい環境にある方
には、市長公室広報広聴担当か最寄りの地域局地域振
興課で閲覧（または印刷）できることとしていますの
で、お気軽にご利用ください。

市報

平成22年度、紙面を一部変更します

44 / 春の火災予防運動実施春の火災予防運動実施
-いのちを守る７つのポイント--いのちを守る７つのポイント-

・寝たばこの禁止。
・ストーブは燃えやすいものから離して使用する。
・ガスコンロのそばを離れるときは必ず消火する。
・逃げ遅れ防止のため住宅用火災警報器を設置する。
・寝具やカーテンは防炎品を使用する。
・初期消火のため住宅用消火器などを設置する。
・隣近所の協力体制を整える。
◆例年、春先は枯草が燃える火災が多く発生しています。
　火の取り扱いに気をつけましょう。

4～104～10

地域の情報 ～information～ 地域の情報

お出かけ前にご確認ください
館日休 談相

【市内全地域対象】
無料税務相談　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　４月８日（木）　10：00～12：00、13：00～15：00
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
社会保険年金相談　■場所　横手地域局１階相談窓口
　毎週月曜～木曜日　10：00～12：00、13：00～15：00
　問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【横手地域】
無料法律相談　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　４月７日（水）　10：00～15：00(要予約)
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
心配ごと相談　■場所　横手市社会福祉協議会
　日　時　４月15日（木）　9：30～12：00
　問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階総合案内（受付）
　日　時　４月９日（金）　13：00～15：00
育児相談　■場所　子育て支援センターなかよし
　毎週月曜～金曜日　9：00～17：00
　問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
【増田地域】
無料法律相談　■場所　増田地区多目的研修センター
　日　時　４月19日（月）　10：00～12：00(要予約)
　問合せ　増田福祉センター　45-4848
心配ごと相談　■場所　増田地区多目的研修センター
　日　時　４月８日（木）　9：30～12：00
【平鹿地域】
無料法律相談　■場所　平鹿福祉センター(ゆとり館)
　日　時　４月６日（火）　10：00～12：00(要予約)
　問合せ　平鹿福祉センター　24-3283
心配ごと相談　■場所　平鹿福祉センター(ゆとり館)
　日　時　４月７日（水）　9：30～12：00
【雄物川地域】
心配ごと相談　■場所　雄物川コミュニティセンター
　日　時　４月14日（水）　9：30～12：00
【大森地域】
無料法律相談　■場所　大森コミュニティセンター
　日　時　４月16日（金）　10：00～12：00(要予約)
　問合せ　大森福祉センター　26-3274
心配ごと相談　■場所 大森コミュニティセンター
　日　時　４月13日（火）　9：30～12：00
行政相談　■場所 大森コミュニティセンター
　日　時　４月13日（火）　13：30～15：30
【十文字地域】
心配ごと相談　■場所　幸福会館
　日　時　４月２日・16日（金）　9：30～12：00
【山内地域】
心配ごと相談　■場所　山内福祉センター（ゆうらく館）
　日　時　４月６日（火）　9：30～12：00
【大雄地域】
心配ごと相談　■場所　大雄福祉センター
　日　時　４月９日（金）　9：30～12：00 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 　
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

  

  

  

    

   

    

    

    

    

    

     

    

      

    

    

   

    

    

   

  

  

   

   

   

    

    

  

  

  

  

  

  

  

  

     

     

   

  

  

   

   

   

   

     

  

    

   

    

    

日救急当番医休
【診療時間】9：00～12：00（午前中のみ）
◆４月４日(日)
　渡邊医院[大雄]　52-3108
◆４月11日(日)
　石田内科医院[横手]　33-1233
◆４月18日(日)
　聖愛内科胃腸科クリニック[十文字]　42-2233

■平鹿総合病院
　日曜夜間小児救急外来　32-5124
【受付時間】18：00～21：00　
【診療時間】18：30～21：30
◆４月４日(日)
　石橋医師(石橋小児科医院)
◆４月11日(日)
　無江医師(醍醐クリニック)
◆４月18日(日)
　岡田医師(岡田小児科医院)

横手図書館　　  4月1・7・14日
増田図書館　 　 4月1・5・12日
平鹿図書館　 　 4月1・6・13日
雄物川図書館　  4月1・7・14日
大森図書館　　  4月1・6・13日
十文字図書館　  4月1・7・14日
山内図書館　　  4月3・4・10・11・17・18日
大雄図書館　　  4月1・5・8・12・15・18日
雄物川資料館　  4月5・12日
ゆっぷる　　　  4月21日
えがおの丘　　  4月1・2・5・12日
三吉山荘　　 　 4月6・13日
大森健康温泉 　 4月5・12日
ゆとりおん大雄  4月1・15日
南部シルバーエリア 4月5・12日
健康の駅トレーニングセンター
　東部　　　　　4月7・14日
　西・南部 　　　4月3・4・10・11・17・18日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　　　　4月5・12日

血日程献
月日・地域

４月５日(月)
横　手

４月７日(水)
大　雄

４月15日(木)
横　手

実施時間
10：00～12：00
13：00～16：00
10：00～12：00
13：00～16：00
 9：30～11：30
13：00～14：15
14：45～16：00

実　施　場　所

イオンスーパーセンター横手南店

横手市役所　大雄庁舎

ＮＴＴ東日本‐秋田　横手ビル
ＪＡ秋田ふるさと本店
横手興生病院

種類

全血

成分

全血

療所診
【増田地域】　　
　増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　　診 療 日　4月7・14日（水）
　　診療時間　14：00～15：30
【雄物川地域】　
　えがおの丘診療所
　　診 療 日　4月7・14日（水）
　　診療時間　14：30～15：30
　大沢診療所
　　診 療 日　4月12日（月）
　　診療時間　13：30～14：30
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日本国秋田県横手市

４４
（２/16～３/15日到着分）

（２/16～３/15日到着分）

１１
20102010

ふれあい
　語り合い

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

里山に春の訪れ…福寿草となごり雪　　　（山内筏）

里山に春の訪れ…福寿草となごり雪　　　（山内筏）

読者の声

　『読者の声・たより』は読者の皆さん

のページです。市への意見や市報の感想

などを、はがきか封書、ファクスで下記

のあて先までお送りください。おたより

には、必ず住所、氏名、年齢、連絡先を

ご記入ください。（市報に掲載する場合

にペンネームかイニシャルを希望する場

合は、氏名の後に記入してください）

　なお、おたよりをくださった方の中か

ら、抽選で『読者プレゼント』の商品を

差しあげます。プレゼントの応募方法は

23ページをご覧ください。

「たより」のあて先
〒013-8601　横手市条里一丁目１番64号
横手市役所市長公室　広報広聴担当あて
　33-6061（「たより」と明記ください）
･･････････････････････････････････････････････
※ご記入いただいた個人情報は、記載内容の確認お
　よび商品の発送の目的に使用し、この目的以外に
　は使用しません。

おたよりお待ちしていますおたよりお待ちしています

　

木
戸
五
郎
兵
衛
村
で
の
か
ま
く

ら
ま
つ
り
。
が
っ
こ
に
お
餅
、
お

茶
っ
こ
、ど
れ
も
う
め
が
っ
た
〜
。

お
母
さ
ん
た
ち
、
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。（Ｋ

・
Ｆ
さ
ん
・
50
歳
・
山
内
）

　

３
月
に
入
り
、
め
っ
き
り
春
ら

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
の
散

歩
コ
ー
ス
は
堤
防
。
日
当
た
り
の

良
い
斜
面
は
バ
ッ
ケ
が
顔
を
出
し

て
い
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
天
ぷ
ら
、

バ
ッ
ケ
味
噌
に
し
、
一
足
早
く
春

の
味
覚
を
堪
能
。
し
あ
わ
せ
を
感

じ
ま
し
た
。

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
58
歳
・
十
文
字
）

　

何
年
か
ぶ
り
に
市
立
病
院
に
行

き
ま
し
た
。
受
付
の
方
が
親
切
、

丁
寧
で
印
象
が
良
か
っ
た
の
で
す

が
、
診
察
室
に
入
っ
て
ま
た
び
っ

く
り
。
お
医
者
さ
ん
が
「
○
○
科

の
○
○
で
す
」
と
挨
拶
さ
れ
た
の

で
す
。
今
ま
で
の
不
安
や
緊
張
が

和
ら
ぎ
ま
し
た
。
増
改
築
中
で
入

り
口
や
駐
車
場
の
場
所
が
変
わ
っ

て
い
ま
し
た
が
、
係
の
方
が
テ
キ

パ
キ
と
誘
導
し
な
が
ら
、
一
人
ひ

と
り
に「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

｢

お
大
事
に｣

と
声
が
け
し
、
車
イ

ス
の
介
助
な
ど
す
す
ん
で
行
っ
て

い
ま
し
た
。
病
院
の
イ
メ
ー
ジ
が

す
っ
か
り
変
わ
っ
た
一
日
で
し
た
。

（
Ａ
・
Ｉ
さ
ん
・
57
歳
・
横
手
）

　

子
ど
も
の
頃
は
ど
こ
の
家
で
も

「
い
ぶ
し
大
根
」
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。
天
井
に
吊
る
し
た
大
根
が

所
狭
し
と
下
が
っ
て
い
て
、
煙
が

上
へ
の
ぼ
っ
て
屋
根
か
ら
の
光
で

青
白
く
な
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て

い
ま
す
。
若
い
人
が
こ
れ
を
作
ろ

う
と
す
る
こ
と
は
と
て
も
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ス
ー

パ
ー
に
行
け
ば
手
に
入
る
食
材
で

す
が
、
や
は
り
人
の
手
を
か
け
る

と
い
う
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
し
、

多
く
の
人
が
経
験
し
て
、
作
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
太
田
生
子
さ
ん
・
56
歳
・
大
森
）

　

大
鳥
井
山
遺
跡
の
展
示
会
と
公

開
講
座
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
こ
と
に
驚

き
な
が
ら
、
興
味
を
持
っ
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。
貴
重
な
お
話
を
聴
く
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
く
思

い
ま
し
た
。

（
Ｒ
・
Ｍ
さ
ん
・
62
歳
・
横
手
）

　

今
年
は
雪
の
心
配
も
な
く
小
正

月
行
事
も
終
わ
り
、
陽
の
暖
か
さ

に
春
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
、
老
い

た
体
に
は
う
れ
し
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
と
は
う
ら
は
ら
に
、

田
畑
の
雪
が
消
え
る
と
ま
た
忙
し

く
な
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
で
き
る

の
は
今
の
う
ち
と
ば
か
り
、
映
画

を
観
に
行
っ
た
り
、
お
茶
っ
こ
飲

み
を
し
た
り
し
て
鋭
気
を
養
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
も
父
さ
ん

と
二
人
頑
張
る
ど
ー
。

（
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
・
70
歳
・
平
鹿
）

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
も
終
わ
り
、
秋
田
県
出
身
選

手
の
健
闘
を
、
県
民
と
し
て
賞
賛

す
る
と
と
も
に
誇
り
に
思
い
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
立
県
宣
言
の
幕
開

け
に
ふ
さ
わ
し
く
、
来
年
の
冬
季

国
体
の
受
諾
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も

あ
り
、
暗
い
世
相
に
明
る
い
灯
を

感
じ
ま
す
。
３
月
５
日
に
は
、
平

成
21
年
度
の
秋
田
県
ス
ポ
ー
ツ
賞

の
授
与
式
が
行
わ
れ
、
市
内
か
ら

も
栄
光
賞
に
横
手
清
陵
学
院
高
校

の
石
田
あ
か
ね
選
手（
陸
上
競
技
）、

奨
励
賞
に
同
学
院
中
学
校
の
萩
原

和
選
手（
陸
上
競
技
）、
そ
し
て
有

功
賞
に
奥
刕
屋
良
丞
さ
ん
（
軟
式

野
球
）
が
受
賞
と
の
こ
と
。
今
後

の
活
躍
に
大
い
に
期
待
し
、
長
く

県
内
の
ス
ポ
ー
ツ
界
に
貢
献
し
て

き
た
皆
さ
ん
に
心
か
ら
祝
意
を
表

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｓ
・
Ｓ
さ
ん
・
十
文
字
）

　

Ｓ
・
Ｓ
さ
ん
の
お
手
紙
は
、
広

報
に
情
報
提
供
と
し
て
届
い
た
も

の
で
す
が
、
『
た
よ
り
』
と
し
て
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
勝

者
の
笑
顔
の
陰
に
、
人
知
れ
ぬ
努

力
や
挫
折
、
悔
し
涙
な
ど
多
く
の

ド
ラ
マ
が
あ
り
、
そ
れ
が
人
々
の

心
を
動
か
し
、
次
な
る
挑
戦
へ
と

向
か
わ
せ
る
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
世

界
。
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
栄
誉
を
勝

ち
得
た
受
賞
者
に
心
か
ら
の
賛
辞

を
贈
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
新

た
な
挑
戦
を
始
め
る
す
べ
て
の
皆

さ
ん
に
エ
ー
ル
を
贈
り
ま
す
。

　

市
民
の
方
か
ら
「
横
手
地
域
局

周
辺
の
駐
車
場
が
満
車
に
な
り
困

る
こ
と
が
あ
る
」
と
の
ご
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
横
手
庁
舎
の
駐
車

場
は
、
来
庁
者
が
増
加
し
て
い
る

こ
と
に
加
え
、
税
金
の
申
告
時
期

や
か
ま
く
ら
館
で
催
し
が
あ
る
場

合
、
ま
た
市
議
会
の
開
会
時
な
ど

は
た
い
へ
ん
混
み
合
い
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
て

い
ま
す
。
前
も
っ
て
混
雑
が
予
想

さ
れ
る
場
合
に
は
、
職
員
の
車
の

乗
り
入
れ
を
控
え
る
こ
と
や
乗
り

合
わ
せ
、
自
転
車
利
用
等
を
徹
底

い
た
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
議
会

開
会
時
の
議
員
の
駐
車
場
も
含
め

て
、
少
し
で
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
不
便
を
解
消
で
き
る
方
法
を
市

と
し
て
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

三
月
、
四
月
は

別
れ
と
出
会
い
の

季
節
…
。
広
報
担

当
内
に
も
異
動
が

あ
り
、
こ
の
四
月
で
広
報
部
屋
を
去

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
二
年

間
の
中
で
一
番
の
思
い
出
は
『
市
報

よ
こ
て
』
が
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
入

賞
し
た
こ
と
。
前
々
か
ら
の
担
当
者

の
力
の
結
集
が
高
く
評
価
さ
れ
た
結

果
だ
と
、あ
り
が
た
く
思
い
ま
し
た
。

同
時
に
、
市
報
を
手
に
取
っ
て
く
だ

さ
る
み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
や
気
付

き
、
お
叱
り
…
な
ど
で
育
て
て
も
ら

っ
て
い
る
と
、
再
確
認
し
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
み
な
さ
ん

の
〝
声
〞
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
千
春
）

たくみ　Vol.53

　あっさりスープとちぢれ麺が特徴の中華そば。
現在〝十文字の中華そば〟は、その名を全国に
とどろかせている。老舗中華そば専門店『丸竹
食堂』の店内に入ると、独特の魚介ダシの匂い
が鼻をくすぐり、食欲をそそる。威勢の良い「い
らっしゃい」の声からは想像もつかない小柄な
巧が奥の厨房で今日も腕を振るっている。
　巧が提供する一杯は、器の底が見えるほど透
き通ったスープと、麺に合わせて添えられた細
切りメンマが決め手。化学調味料を一切使わず、
素材の味をそのまま活かしたこだわりのスープ
は、長年守り続けてきた変わらぬ味である。
　12歳のころから地元の中華そば店に見習いと
して入り、半世紀以上にわたり中華そば作りに
携わってきた。「あのころは、手に職をつけた
いと思っていた。そのおかげで、今もこうして
お客さんに〝おいしい〟を提供できている。た
だ、調理師免許取得と起業のときは大変だった
ね。学業は後回しにしていたから」と豪快な笑
顔で当時を振り返る。　　その明るく茶目っ気
たっぷりな人柄もお客さんを惹きつける理由の
一つだろう。客足は途切れることがなく、休日
は県外からのお客さんも多い。常連客の中には、
巧に会うために来店する人も少なくないという。
　自分の背丈ほどの大なべが並ぶ厨房で、守り
続けている繊細な味。そこには、変わらぬ味を
提供し続けたいという確固たる信念がある。

昔から変わらぬ味
今日も 最高の一杯 を提供〝　　　　　〟

自分の味は目をつぶっても作れる。
作り方は体に沁みこんでいるんだよ。

小野寺 タケさん（79歳・十文字）
おのでら　たけ
昭和６年、旧十文字町生まれ。12歳のころから地元
の中華そば店に見習いとして入る。独学で調理の勉
強を続け調理師免許を取得し、22歳のときに丸竹食
堂を創業。現在も自ら厨房に立ち、息子・一生さん
にその味を伝承している。長年の功績をたたえられ、
平成21年度市技能功労者表彰を受賞。

中華そば店

ひ

し

市報よこて
読者プレゼント

応
募
方
法

　
「
読
者
の
声
」の
お
た
よ
り
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
と
発
行
号「
４
月
１
日
号
」

を
明
記
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

※
当
選
の
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
め
切
り
は　

４
月
25
日
（
消
印
有
効
）

今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

春
採
り
の
味『
陽
み
つ
ぱ
』

　

・
・
・
・
・

ひ

　

市
実
験
農
場
と
農
家
が

共
同
で
栽
培
研
究
し
、
春

採
り
切
り
ミ
ツ
バ
と
し
て

昨
年
デ
ビ
ュ
ー
し
た
『
陽

み
つ
ぱ
』。根
ミ
ツ
バ
な
み

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
し
た
食
感
が
特
徴

で
す
。
１
袋

１
０
０
㌘
入

り
２
袋
を
、

５
名
様
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

【
提
供
】市
産
業
経
済
部
実
験
農
場

　
　
　
　
　
　
　

５
２
‐
２
５
３
２
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　(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

（日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

4月1日～4月17日

◆上映時間／午後１時～
　４日（日）「ムーミン谷の彗星」　　　　　【62分】
　11日（日）「ハウルの動く城」　　　  　 【119分】
◆問合せ／南部シルバーエリア（大森町） 　26-3880

～南部シルバーエリア無料映写会
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増田まんが美術館特別企画展「きくち正太原画
展『百花繚乱』」（～４日）

サケの稚魚放流（9：20～、黒川地区西河畔公園川
立ちの里）

映画『アンダンテ～稲の旋律～』上映

横手市自主文化事業 講演会

『野村再生工場
　～ 叱り方・褒め方・教え方 ～ 弱者の戦略』
■４月22日（木）
　東北楽天ゴールデンイーグルス
の前監督で、今季から同球団の名
誉監督に就任した野村克也氏の講
演会を開催します。
　野球に限らず、仕事や子育てな
どさまざまなことに通ずる『野村
理論』をこの機会にぜひお聴きく
ださい。
◆時　間／19：00開演（18：30開場）
◆場　所／横手市民会館
◆入場料／2,000円（全席自由）
　　　　　※チケットは横手市民会館、カシワヤ楽器、楽器の
　　　　　　店カネキ、金喜書店、かまくら館で販売しています。
◆問合せ／横手市民会館 　32-3136

　秋田の屋号では近江屋、加賀屋など、
江戸時代に他国から移住した商人が多
いことに気づきます。
　この講演会では、平鹿・仙北に進出
した伊勢商人を辿って紹介します。
◆時　間／15：00～16：30（14：30開場）
◆場　所／秋田大学横手分校
　　　　　（市役所南庁舎講堂）
◆受講料／無料（要申込み）

◆講　師／秋田大学名誉教授　金児紘征氏
◆申込み／秋田大学横手分校 　38-8304

 

平成22年度 横手市立小中学校入学式

◆４月６日（火）
　小学校／境町、黒川、南（雄物川）、福地、
　　　　　田根森
　中学校／鳳、横手西、金沢、平鹿、雄物川、
　　　　　大森、十文字、山内、大雄
◆４月７日（水）
　小学校／横手南、朝倉、栄、金沢、増田、
　　　　　浅舞、吉田、醍醐、雄物川北、大森、
　　　　　十文字第一、十文字第二、植田、
　　　　　睦合、山内、阿気
　中学校／横手南、増田
◆４月８日（木）
　小学校／旭

道の駅さんない 10周年記念大感謝祭
◆日　時／４月24日（土）・25日（日）
　　　　　10：00～15：00
◆場　所／道の駅さんない 特設広場
◆内　容／恋し浜ホタテ貝、手打ち流しそば、
　　　　　お菓子まき、そば打ちアマチュア
　　　　　選手権（25日）など
◆問合せ／道の駅さんない 　56-1600

【同時開催】ウッディ木の香『木の香まつり』
◆内　容／大抽選会・木工品特価販売など

大学コンソーシアムあきた公開講演会

『平鹿・仙北における
　　　　　　伊勢商人の系譜』

■４月24日（土）

Pick
Up!!

かね  こ  ひろ ゆき

PickUp!!
ピックアップ

食と農と大地、そして人間再生の物語！

映画『アンダンテ～稲の旋律～』
◆日　時／４月11日（日）
　　　　　①10：00～、②14：00～
◆場　所／秋田ふるさと村ドーム劇場
◆入場料／前売1,000円、当日1,300円
　　　　 （小中高生は当日のみ700円）
　　　　　※前売券はＪＡ秋田ふるさと
　　　　　　総務課、または各支店窓口
　　　　　　で販売しています。

◆問合せ／ＪＡ秋田ふるさと映画上映事務局 　35-2634
　　　　　秋田ふるさと村 　33-8800

～ものがたり～
　主人公の千華は、母の強い希望で幼い頃から音楽の道を歩むが、競争が厳しく
次第に自信をなくしていく。やがて大学も中退し、家に閉じこもるようになった
千華は、両親とのいざこざも絶えなくなってしまう。
　千華は、そんな自分を思い詰め、千葉県の水田に「誰か私を助けてください」
と書いた紙切れをペットボトルに詰めて置いてくる…。


